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ダンベル体操で

リフレッシュ

心も体もリフレッシュしようと第 2回元気印教室が 5月14日肱川

町公民館集会室で、約20人が参加して行われました。

当日は、宇都宮先生と善家先生のお二人の指導でダソベル体操が

行われました。

（肱川町公民館集会室）

令月号の主な内容 I I 町民のうごき
＝町 報＝ ＝農林だより＝

層金融夏期推進運動実施中 16 
3,290人 (-10)

0風おこし運動パート II(5) 2 
0全支所電算設置稼働・ ... 17 人口

文化のかおるまちづくり
0木材・椎茸市況 18 

男 l, 5 8 8人 (-5)0第273回臨時議会 4 
＝商工かわかみ＝

層山鳥坂ダム建設に伴う 0第34回川上商工会通常総会 20 
女 1,702人 (-5)県道付替ルー トの町案決定 6 0新役員紹介 21 

0機構改革に伴う課名の変更 8 奎ふるさと回想記・ 23 
世帯数 1,007職(-2)漫年金だより ・ ・ 10 ＝公民館報＝

0知って得する健康と栄養の話 14 蒼町内バレーボール大会 25 
I I （平成8年5月31日現在）董社協だより ・15 0英語教室はじまる 26 

奎お知らせ 28 ~ASUKA青年団だより 27 
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キックベースボールによる交流

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
親
子

の
間
で
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
昨
今
に

あ
っ
て
は
、
「
人
づ
く
り
」
は
最
も
重

要
な
項
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
下
、
公
民
館
の
事
業
を
中
心
と

担

当

池

田

6

三
四
ー

ニ
三

0
七

し
て
、
具
体
的
な
方
策
を

掲
げ
ま
す
。

〇
幼
児
教
育

生
涯
に
わ
た
っ
て
人
間

形
成
に
資
す
る
幼
児
期
の

教
育
は
、
社
会
教
育
の
基

本
で
す
。
家
庭
に
お
け
る

親
子
の
つ
な
が
り
に
重
点

を
お
き
、
お
話
文
庫
に
よ

る
読
書
活
動
を
中
心
に
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
少
年
教
育

ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め

る
活
動
、
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
集
団
活
動

な
ど
学
校
を
中
心
と
し
て
、

郷
土
を
育
む
教
育
の
推
進

を
各
公
民
館
分
館
を
中
心

に
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

0
成
人
・

高
齢
者
学
習

青
年
室
を
拠
点
と
し
た
若
者
の
活

動
の
支
援
、
成
人
の
個
人
学
習
の
援

助
、
図
書
室
の
充
実
。
高
齢
者
に
は
、

お
四
国
学
級
、
明
老
大
学
な
ど
の
開

設
に
よ
り
生
が
い
の
実
現
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
郷
土
を
愛
し
、
町
づ
く

り
は
人
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
日
本
国
民
に
す

べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
認
め
、

生
命
・
自
由
お
よ
び
幸
福
追
及
に
対

す
る
国
民
の
権
利
を
尊
璽
し
、
す
べ

て
の
国
民
は
、
人
種
・
信
条
・
性
別
・

社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
・
経
済
的
ま
た
は
社
会
的
関

係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
と
規
定

し
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
る
こ
と
を

保
障
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
本
国
民

一
部
の
人
た
ち
が
、
日
本
社
会
の
歴

史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
さ

人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
、

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別

に
よ
り
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化

的
に
低
位
の
状
態
に
お
か
れ
、
こ
れ

ら
の
権
利
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
同
和
問
題
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

同
和
問
題
が
、
現
代
社
会
に
お
い

て
も
な
お
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
、

さ
ら
に
部
落
差
別
が
再
生
産
さ
れ
て

い
る
根
本
的
な
原
因
は
、
国
民
の
同

和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
と
人
間
尊
重
を
基

盤
と
す
る
民
主
主
義
が
ま
だ
徹
底
し

て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。同
和
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を
正

し
く
認
識
し
、
共
通
課
題
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
人
間
尊

重
の
精
神
を
養
い
、
人
権
意
識
を
培

う
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
に
お
い
て
は
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
の
理
解
を

一
層
深
め
、
自

ら
の
考
え
方
や
生
き
方
を
見
つ
め
直

す
と
と
も
に
、
不
合
理
な
同
和
問
題

の
早
期
解
決
を
め
ざ
し
て
、
第
七
回

「
熱
き
風

心
を
開
く
人
権
集
会
」
を

P
T
A
他
二
十
五
団
体
主
催
に
よ
り

十
一
月
六
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す。
町
民
の
皆
様
が
多
数
参
加
し
て
頂

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

担

当

大

和

田

6

三
四
ー
ニ
三

0
七

＊
展
示
部
門

常
設
展
示
•
特
別
展
示
関
係
の
企

風
の
博
物
館
は
、
物
を
陳
列
だ
け

し
て
い
る
場
所
で
は
な
く
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
町
の
特
性
と
位
置
づ
け
、

風
を
糸
口
と
し
て
技
術
・
人
材
・
情

報
を
集
積
し
町
の
情
報
を
発
信
す
る

場
所
な
の
で
す
。
人
が
集
ま
り
、
風

を
学
び
、
風
を
体
験
し
、
自
然
を
し
つ

か
り
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
球

環
境
と
人
間
の
係
わ
り
に
つ
い
て
提

案
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
運
動
の
基
本
》

人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
風
の
ネ
ッ

ト
』
（
組
織
化
づ
く
り
）
を
基
本
に
県

内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
・
展
示
関

係
・
イ
ベ
ソ

ト
関
係
・
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
係
に
携
わ
っ
た
方
々
を

一
っ

に
組
織
化
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

・

展
示
・
イ
ベ
ソ
ト
の
三
部
門
か
ら
な

る
今
後
の
企
画
運
営
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
部
門

風
力
を
は
じ
め
、
太
陽
光
、
水
力

と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
体

と
し
た
研
究
開
発
。

0

風
の
ネ
ッ
ト
づ
く
り

0

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
研
究

風
の
博
物
館
の

企
画
運
営
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郷
土
の
歴
史
と
伝
統
を
後
世
に
伝

え
将
来
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
肱

川
町
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の

一

町
誌
編
纂
郷
土
研
究

担
当
（
風
の
博
物
館
）
松
本

6

三
四
ー
ニ―

八

一

＊
イ
ベ
ソ
ト
部
門

風
を
含
め
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
イ
ベ
ソ
ト
企
画
の
実
施
。

0

第
三
回
全
国
「
風
」
サ
ミ
ッ
ト

0

風
に
関
す
る
大
型
イ
ベ
ソ
ト

0

風
の
映
画
会
の
運
営

今
後
も
博
物
館
を
核
と
し
た
文
化

学
術
に
よ
る
町
お
こ
し
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

画
運
営
。

〇
常
設
展
示
の
充
実

0

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
展

風おこし運動パー トII

文化の

かおる： 
環
と
し
て
新
編

「肱
川
町
誌
」
を
編

纂
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
本

年
度
か
ら
着
手
、
発
行
は
平
成
十
五

年
の
予
定
で
す
。
事
務
局
長
に
は
林

光
雄
（
前
中
野
小
学
校
長
）
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。
資
料
収
集
、
調
査
研
究

の
基
礎
作
業
に
町
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
郷
土
の
自
然
、
産
業
・
経
済
、

交
通
、
教
育
、
文
化
、
歴
史
、
．
民
俗

等
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
に
入
会
い

た
だ
い
て
郷
土
研
究
ク
ラ
ブ
を
つ
く

り
、
そ
の
成
果
を
町
誌
に
結
び
つ
け

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
積

極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

会
員
を
対
象
に
し
た
記
念
文
集
を
現

在
編
集
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、

自
分
の
歩
ん
で
き
た
道
、
戦
前
戦
後

の
苦
労
話
、
戦
争
体
験
、
旅
行
体
験
、

川
柳
、
俳
句
な
ど
で
、
約
五
十
人
の

方
々
か
ら
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ま
、
ワ
ー
。フ
ロ
に
入
力
し
て
、
校

正
作
業
に
入

っ
て
お
り
今
秋
に
は
完

成
の
予
定
で
す
。

あ
な
た
は
、
肱
川
の
ま
ち
が
好
き

で
す
か
。
肱
川
の
こ
と
を
他
の
ま
ち

一~
人
一
風
運
動
の
推
進

担
当
冨
永
（
勲
）

6

三
四
ー

ニ
三

0
七

担
当
和
気
（
哲
）

6
三
四
ー
ニ
三

0
七

の
人
に
自
信
を
持

っ
て
話
す
こ
と
が

で
き
ま
す
か
。
往
々
に
し
て
私
た
ち

は
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
に
慣
れ
て

し
ま
い
、
第
三
者
の
目
か
ら
見
る
と

良
い
素
材
と
し
て
映
る
も
の
で
も
、

た
だ
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
し
て
見
過

ご
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
「
ひ
じ
か
わ
」
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
ま
で
見
慣
れ
て

い
た
風
景
が
、
新
鮮
に
見
え
て
く
る

は
ず
で
す
。
現
在
、
日
本
全
国
の
市

町
村
で
「
ま
ち
お
こ
し
」
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
お
こ
し
の
イ
ベ

ソ
ト
と
称
し
て
た
だ
の
打
ち
上
げ
花

火
的
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
様
な
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

人
の
顔
が

一
人
ひ
と
り
個
性
が
あ
る

様
に
、
ま
ち
お
こ
し
に
も
そ
の
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
が

あ
る
は
ず
で
す
。
「
わ
き
上
が
る
風

で
ロ
マ
ソ
の
町
づ
く
り
」
と
町
の
ス

ロ
ー
ガ
ソ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
、
「
風
」
を
お
こ
す
み

な
さ
ん
の
「
熱
い
心
」
で
す
。

ま
ち
お
こ
し
だ
か
ら
何
か
を
こ
う

い
う
ふ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
よ
う
に
何
も
大
上
段
に
構
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
こ

と
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
何
か
を
や
ろ

う
と
い
う
「
心
」
が
「
風
」
に
な
り
ま
す
。

ひ
じ
か
わ
の
「
風
」
を
起
こ
し
ま
し
ょ

う。

ひ
と
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、
生

き
る
喜
び
、
楽
し
み
を
感
じ
る
場
面

は
何
度
か
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
多
く
は
、
自
分
が
や
っ
た
こ
と
に

趣
味
団
体
な
ど
の

•
e
振
興
拡
充

担

当

下

石

6

三
四
ー

ニ
三

四
〇

平
成
七
年
度
に
開
塾
し
た
、
若
い

お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー
。フ
で
す
。
学
校

や
教
育
問
題
を
身
近
に
考
え
、
よ
り

よ
い
子
育
て
を
し
て
い
け
る
肱
川
町

を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。初
年
度
の
活
動
で
は
、
学
習
会
や

町
内
視
察
、
松
山
方
面
へ
の
研
修
等

を
行
い
、
改
め
て
我
が
肱
川
町
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
名
称
も
「
愛

0
女
性

塾
」
と
し
、
少
し
づ
つ
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
あ
り
ま
し

た
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

女
性
塾
の
明
る
さ
で
、
肱
川
町
に

さ
わ
や
か
な
風
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
活
文
化女
性
塾

婚、ここぅ 担

当

新

6

三
四
ー

対
し
て
そ
れ
を
見
て
い
た
人
、
聴
い

て
い
た
人
が
喜
ん
で
い
る
、
う
れ
し

そ
う
に
し
て
い
る
、
驚
い
て
い
る
様

子
を
見
た
と
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

。
ヵ
町
内
の
方
々
、
子
供
た
ち
か
ら
お

年
寄
り
の
方
た
ち
ま
で
た
く
さ
ん
の

方
々
が
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
と
か
絵
、

カ
ラ
オ
ケ
、
俳
句
を
趣
味
と
し
て
楽

し
ま
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
時

に
は
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
と
ぎ
、

夏
ま
つ
り
の
と
き
、
町
内
外
の
大
会

の
と
き
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
自
分

を
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
を

も
っ
と
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

風
お
こ
し
運
動
バ
ー
ト

II
、
文
化

活
動
の
推
進
の
中
に
は
趣
味
団
体
な

ど
の
振
興
拡
充
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ

り
、
こ
の
中
で
皆
さ
ん
の
活
動
風
景

を
、
町
内
外
に

P
R
し
て
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も

催
し
物
が
あ
れ
ば
皆
さ
ん
方
も
参
加

し
て
、
そ
の
場
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。



⑬。⑥。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟 (4) 

●
会
期
を
本
日
一
日
限
り
と
決
定

●
議
案
1
1
肱
川
町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

既
存
の
農
道
に
つ
い
て
、
新
規
に

町
管
理
の
農
道
と
し
て
、
認
定
し
た
。

◎
新
認
定
路
線
は
次
の
と
お
り
。

0

菟
野
尾
線
、
沖
・
滝
の
宮
線
、

上
敷
水
・
善
通
寺
線

議
事
日
程
終
了
後
、
町
長
よ
り
、

特
に
発
言
の
申
し
出
が
あ
り
、
「
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴
う
付
替
道
路
ル
ー

ト
設
定
」
に
つ
い
て
、
早
急
に
ル
ー

ト
を
決
定
し
、
ダ
ム
事
業
を
促
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
遅
れ
て
お
る

原
因
は
、
き
び
し
い
自
然
条
件
、
住

民
密
集
し
た
中
心
地
鹿
野
川
を
如
何

に
通
過
す
る
か
と
い
う
、
二
つ
の
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
の
困
難
性
に

よ
る
も
の
で
、
選
択
の
幅
は
ま
こ
と

に
狭
い
も
の
が
あ
る
。

「
一
部
ト
ソ
ネ
ル
に
よ
る
鹿
野
川

を
通
過
す
る
案
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

い
」
（
発
言
詳
細
別
掲
）
と
の
、
意
志

決
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
件
に
対
し
、
議
長
か
ら
議
員

の
意
見
を
求
め
、
山
鳥
坂
ダ
ム
対
策

特
別
委
員
長
よ
り
、
ダ
ム
受
け
入
れ

て
か
ら
四
年
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
、

特
別
委
員
会
、
地
元
住
民
と
の
懇
談

冨月
三

会
等
を
重
ね
、
最
良
の
方
法
を
検
討

し
て
来
た
結
果
、
こ
こ
に
お
い
て
、

町
長
が
付
替
ル
ー
ト
決
定
を
し
た
い

旨
、
表
明
さ
れ
た
こ
と
も
や
む
を
得

な
い
も
の
と
受
け
止
め
、
こ
れ
以
上

決
定
を
先
送
り
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ

て
鹿
野
川
地
区
、
あ
る
い
は
肱
川
町

の
発
展
に
つ
な
が
ら
な
い
と
の
判
断

か
ら
、
町
案
に
沿
っ
た
形
で
推
進
す

べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
結
論
に
達
し
ま

し
た
。今
後
、
混
乱
な
く
推
進
す
る
た
め

に
は
、
町
長
の
な
お

一
層
の
努
力
を

要
望
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
議

会
と
し
て
も
、
町
長
と

一
体
と
な
り

こ
の
付
替
道
路
の
難
問
題
を
乗
り
越

え
又
、
振
興
計
画
の
実
現
に
努
力
し

て
、
住
民
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
議
長
か
ら
、
和
気
議
員
の

意
見
に
沿
っ
て
進
め
て
行
ぎ
た
い
。

又
、
町
長
の
道
路
付
替
ル
ー
ト
決
定

に
つ
い
て
、
町
議
会
と
し
て
了
承
し
、

今
後
に
お
い
て
は
、
町
長
と
力
を
合

わ
せ
、
道
路
付
替
問
題
に
対
処
し
た

い
旨
発
言
が
あ
り
、
閉
会
さ
れ
た
。

県道 「小田河辺大洲線」 付替ルート（案）
肱川町



(5)＠。R。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） -一ーロ、饂躙

山鳥坂ダム建設に伴う

県道「小田河辺大洲線」付替）レートについて
（第273回肱川町議会臨時会における大野町長の特別発言）

平成8年5月31日

新緑の季節は過ぎ、 5月も最終日となりました。私は、

山鳥坂ダム付替道路）レート設定について、肱川町の意志決

定を急ぐべきと考えますので提案いたします。

ダム受入表明をしまして、すでに 4年を経過しました。

受入までに10年、肱川町にとって、また関係地域、住民に

とってそれは苦痛の年月でありました。住民各位が我慢強

＜耐えてきていただきましたことに対し、感謝し敬意を表

する次第であります。

受入表明当時から、決定した以上はダム建設を促進し、

一日も早く生活再建をしていただき、肱川町の再出発を計っ

ていくべきであるという考え方については、住民合意を得

ていたところであります。然しながらダムの基本となる付

替道路のルート決定ができないために事業着手がおくれ、

無為に時を過ごしている状況であります。

過疎化、高齢化の進行については改めて申し上げる必要

はないわけですが、水没地区においては特に顕著なものが

ありますし、人間限られた命であります。いつまでも人生

設計が立てられない状況にあることは許されないと考えま

す。早急に）レートを決定しダム事業を促進していく必要が

あります。
遅れておる原因は、きびしい自然条件、住居密集した中

心地鹿野川を如何に通過するかという、二つの課題をクリ

アすることの困難性によるものであります。そのためいろ

いろなルートを仮定し検討してきました。そのさい基本的

なこととして考えましたことは、

l. 自然破壊をなるべく少なくする。
2. 勾配、距離短縮を考える。
3. 事業が大きい、そのための住民生活への影響を最小限
度に止める。

4. 鹿野川の町並みを壊すことは地域振興にならず、肱川
町の中心的機能を損なう結果になりかねない。

5. 道路はできるだけ生活に密着さすべきである。
6. でき得れば地域振興につながるものとしたい。
ということであります。そのような観点から考えますと、

選択の巾はまことに狭いのであります。お手元へ概略ルー

卜図を提示しておりますが、一部トンネルにより鹿野川を

通過する案をとらざるを得ないのであります。 トンネルを

利用することは従来から生活や営業活動を展開してこられ

た鹿野川地区の皆さんに、大きな状況変化を生じさすこと

になるわけで、まことに申し訳なく、深くお詫び申し上げ

ます。しかし他に選択すべきよりよき方策を見出し得ませ

ん。お許しいただきたいと存じます。そのようなことであ

りますので、それらのことを補うため、鹿野川地区振興計

画を十分検討し、実現を計っていかねばと考えております。

そのような次第であります。提示しました本案を肱川町

の付替道路）レート案としていただきたいと存じます。もっ

とも本案は地図上に50米巾の概略図として画いているもの
でありまして、あくまでも基本的考え方を示しているもの

であります。実際路線は今後の調査、設計によるものであ

り、アクセス対策、左岸線、町道、橋梁との関連等すべて

今後の課題であります。
ルート決定をしていただきましたら関係機関へ充分意見

具申し、お願いしてまいりたいと考えております。

以上提案内容、考え方について申し述べさしていただき

ました。議員各位のご賛同をお願い申し上げます。



＠。＠。座） 1教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 躙瓢 (6) 

四
年
に
わ
た
る

ル
ー
ト
検
討

去
る
五
月
三
十
＿
日
、
肱
川
町
議

会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
山
鳥
坂
ダ

ム
建
設
の
基
本
と
な
る
県
道
「
小
田

河
辺
大
洲
線
」
付
替
ル
ー
ト
に
つ
い

て
、
大
野
町
長
は
、
鹿
野
川
に
つ
い

て
は
、
一
部
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て

通
過
す
る
と
し
た
町
案
を
提
示
し
、

議
会
は
、
和
気
ダ
ム
対
策
特
別
委
員

長
の
賛
意
表
明
の
後
、
全
会
＿
致
で

こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
水
没
す
る
県

道
な
ど
の
付
替
え
は
、
本
体
工
事
の

前
提
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が

決
定
さ
れ
な
い
限
り
事
業
は
進
ま
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
｝
そ
の
た
め
町

で
は
平
成
四
年
三
月
に
ダ
ム
建
設
を

受
け
入
れ
た
時
点
か
ら
関
係
機
関
と

も
協
議
、
町
の
中
心
地
で
あ
る
鹿
野

川
地
区
を
い
か
に
し
て
通
過
す
る
か

に
重
点
を
お
い
て
地
区
住
民
で
組
織

さ
れ
た
「
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
反
対
期

成
同
盟
会
」
及
び
「
商
店
街
活
性
化
推

進
委
員
会
」
と
話
し
合
い
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。

町
は
当
初
、
地
元
の
意
見
等
を
入

れ
た
想
定
さ
れ
る
全
て
の
ル
ー
ト
案

を
作
り
、
地
元
団
体
、
更
に
建
設
省

等
も
交
え
て
検
討
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
自
然
条
件
、
付
替
道
路
の
性
格
、

住
民
へ
の
影
響
、
地
域
振
興
と
の
関

連
の
他
、
法
的
制
約
も
あ
り
、
地
元

鹿
野
川
の

通
過
が
課
題

団
体
の
意
に
沿
う
よ
う
な
ル
ー
ト
決

定
が
出
来
ず
、
四
年
を
経
過
す
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
水
没
地
域
で
は
、
ダ
ム

受
け
入
れ
に
よ
り
、
水
没
が
決
定
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
家
屋
の
補
修
、

山
林
の
手
入
れ
等
も
や
っ
て
良
い
の

か
、
悪
い
の
か
と
の
迷
い
も
あ
り
、

又
県
道
に
つ
い
て
も

一
部
改
良
の
み

で
不
便
を
来
す
な
ど
、
事
業
が
進
ま

な
い
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な
負
担
は

大
き
く
、
町
と
し
て
は
ダ
ム
建
設
を

受
け
入
れ
た
以
上
、
早
く
事
業
を
進

め
、
該
当
す
る
方
々
に
安
心
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。

水
没
予
定
者
を
何
時
ま
で
も
人
生
設

計
が
立
て
ら
れ
な
い
状
態
に
し
て
お

く
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
道
路
ル
ー
ト
の
変
更

は
、
車
の
流
れ
が
変
わ
り
、
客
の
流

れ
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
こ
れ
又
、
関
係
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
特
に
商

売
を
営
ま
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

水
没
地
域
の心
労

は
、
資
本
を
投
じ
、
店
を
構
え
て
お

ら
れ
る
訳
で
す
か
ら
、
よ
く
「
死
活

問
題
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
ま
す

が
、
正
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す。
し
か
し
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
堤
高

一

二

0
m
は
四
国

一
番
と
い
わ
れ
、
し

か
も
町
の
中
心
地
か
ら
約
二
km
と
い

う
至
近
距
離
で
そ
の
高
さ
ま
で
道
路

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、

鹿
野
川
地
区
は
町
の
中
心
地
と
し
て

人
家
が
密
集
す
る
上
、
問
辺
は
急
峻

な
地
形
と
い
う
厳
し
い
条
件
が
あ
り

町
と
し
て
の
ル
ー
ト
決
定
に
係
る

基
本
的
な
考
え
方
は
、
次
の
六
項
目

ル
ー
ト
決
定
の

考
え
方

ま
す
。
そ
こ
へ
、
従

来
の

二
倍

(+
-
m)

の
道
路
を
通
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す。
そ
こ
で
、
町
と
し

て
は
、
鹿
野
川
の
商

川
店
街
に
よ
り
近
い
所

野
で
現
道
に
接
続
し
、

鹿

一
部
ト
ソ
ネ
ル
を
利

地
用
し
て
鹿
野
川
を
通

心
過
す
る
ル
ー
ト
を
選

中
定
し
、
地
元
団
体
に

』
の
示
し
、
早
期
決
定
に

•

町
つ
い
て
お
願
い
を
い

11

た
し
ま
し
た
。

）
 
肱

し

か

し

、

地

元

団

体
は
道
路
が
ト
ソ
ネ

ル
に
な
る
と
商
店
街

が
寂
れ
る
と
の
理
由

．

で
現
道
（
商
店
街
）
拡

幅
を
主
張
さ
れ
て
お

り
、
町
案
に
つ
い
て

完
全
に
は
同
意
を
得

る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

は
、
振
典
計
画
の
中
で
影
響
緩
和
策

を
共
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
理
解

と
協
力
を
得
た
い
と
し
て
お
り
ま
す
。



(7)＠。c。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬

で
す
。

①
自
然
破
壊
を
出
来
る
限
り
少
な
く

し
た
い
。

（
こ
の
地
形
で
あ
り
、
絶
対
と
は

言
え
な
い
が
、
出
来
る
だ
け
少
な

く
し
た
い
。
）

②
勾
配
、
距
離
短
縮
を
考
え
る
。

（
至
近
距
離
で

―
二

0
m
の
ダ
ム

堰
提
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

良
好
な
勾
配
と
、
距
離
短
縮
と
の

兼
ね
合
い
が
大
切
。
）

③
事
業
が
大
き
い
た
め
、
住
民
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
い
。
影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
。

（
大
工
事
で
あ
り
、
長
期
間
に
亘

り
資
材
搬
入
、
残
土
処
理
、
作
業

員
の
転
入
等
で
混
乱
が
予
想
さ
れ

る
。
人
家
の
中
を
通
す
と
更
に
影

響
が
大
き
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
）

④
鹿
野
川
の
街
並
み
を
壊
す
こ
と
は
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
ら
ず
、
肱
川
町

の
中
心
的
機
能
を
損
な
う
結
果
に
な

り
か
ね
な
い
。

（
多
く
の
人
家
を
移
転
し
て
商
店

街
に
道
路
を
通
し
て
も
、
住
む
人

が
少
な
く
な
り
、
商
店
も
残
る
余

地
が
な
い
現
状
を
考
え
る
と
過
疎

化
に
拍
車
を
か
け
る
恐
れ
が
多
い
。

又
、
鹿
野
川
は
肱
川
町
の
中
心
地

と
し
て
行
財
政
の
集
積
地
で
あ
り
、

ト
ソ
ネ
ル
と
な
っ
て
も
鹿
野
川

へ

の
人
は
減
る
と
は
言
え
な
い
。
）

⑤
道
路
は
出
来
る
だ
け
生
活
に
密
着

し
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
よ
り
人
家
に
近
く
、
且
つ
、
人

家
の
移
転
が
少
な
い
所
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

令
後
は

J‘
ノ

r
r
-

t
.
V
・
'〗-ー
＼

ー
~
し

:
0い
／／：
 

（
八
｀
/｛
¥
JL 
し、

⑥
出
来
得
れ
ば
地
域
振
興
に
つ
な
が

る
も
の
と
し
た
い
。

（
付
替
道
路
問
題
で
あ
り
、
地
域

振
興
中
心
に
は
な
り
得
な
い
が
、

「
鹿
野
川
地
区
振
興
策
検
討
委
員

会
」
の
中
で
、
水
源
地
域
振
興
対

策
特
別
措
置
法
等
を
活
用
し
、
地

域
振
興
を
図
る
。
）

な
お
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
起
業
者
で
あ
る
建
設
省
で

検
討
さ
れ
、
ル
ー
ト
と
し
て
承
認
が

な
さ
れ
れ
ば
、
正
式
に
発
表
さ
れ
、

測
量
、
実
施
設
計
、
用
地
調
査
と
進

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ダ
ム
建
設
事

業
は
、

こ
れ
か
ら
実
質
的
に
動
ぎ
始

め
ま
す
。
今
後
共
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
は
ご
心
労
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「..........•第 5 回 風の映画祭・・・・・・・"i
＊とき 7月20日（土）

＊ところ 風の博物館(2F)ホー）レ

＊上映プログラム

①14: 00,....__.15: 30(90分）

ピピとぺないホタル

②1 5 : 40,....__.1 7 : 20(1 00分）

マイフレンドフォーエバー

＊入場料

分

般

小・中学生

区 当日券

1,200円

600円

前売券

1,000円

500円

※「風の映画会」会員は無料

幼児は無料（父兄同伴願います）

l ＊前売券取扱所
l 農協（本所・各支所）
l 役場風おこし産業課 834-2311 , 
［ 風 の博物館 s34-21s1 l 
,.........................................................................................................................., 

風
の
博
物
館
に
お
い
て
、
第
五
回

風
の
映
画
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
作
品
は
、
原
作
者
が
幼
い

こ
ろ
に
体
験
し
た

「
い
じ
め
」
問
題

を
い
ま
だ
に
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か

ら
子
供
た
ち
に
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
教
え
よ
う
と
作
ら
れ
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ソ
作
品
と
、
輸
血
に
よ
っ
て
エ

イ
ズ
感
染
し
た
わ
ず
か
十

一
オ
で

こ

の
世
を
去
る
少
年
の
生
き
と
し
生
け

る
も
の
へ
の
限
り
な
い
愛
情
を
表
現

し
た
作
品
の

二
本
を
上
映
い
た
し
ま

す。
夏
休
み
ご
家
族
お
友
達
お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
前
売
券

は
、
農
協
（
本
所
・
各
支
所
）
及
び
役

場
、
風
の
博
物
館
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
『
風
の
映
画
祭
』
会
員
の

募
集
も
同
時
に
行
っ
て
お
り
、
年
間

四
回
予
定
の
上
映
会
を
無
料
で
鑑
賞

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

風
の
博
物
館
6
-
――
四
ー

ニ―

八

一
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•••••
••••••••
••••••
••••••••••

••••••••••••

•••••••••
••••••
••••••• 

---•ロー·-っ

凪
の
映
画
祭
』
ご
案
内

風

博

通

信

「
風
と
生
活
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
風

の
博
物
館
特
別
展
示
室
に
お
い

て
北

は
岩
手
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で

そ
の
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る
珍
し
い

「
風
鈴
・
う
ち
わ
」
を
六
月

一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
展
示
し
ま
す。

風
鈴
は
、
岩
手
県
の
四
十
奏
風
鈴

を
は
じ
め
、
東
京
の
江
戸
風
鈴
、
兵

庫
県
の
火
箸
風
鈴
、
長
崎
県
の
ビ
ー

ド

ロ
風
鈴
、
鹿
児
島
県
の
焼
杉
風
鈴

な
ど
約
四

0
0点
を
展
示
。
う
ち
わ

は
、
千
葉
県
の
房
州
う
ち
わ
を
は
じ

め
、
浴
衣
地
、
藍
染
め
う
ち
わ
、

三

重
県
の
和
紙
を

二
重
透
か
し
彫
り
に

し
た
日
永
う
ち
わ
、
浮
世
絵
の
縮
緬
、

絞
り
、
繭
う
ち
わ
、
ミ

ニ
う
ち
わ
な

ど
伝
統
工
芸
品
約
三
六

0
点
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
、
風
鈴
の
涼
し
げ
な
音

色
が
流
れ
訪
れ
た
人
の
心
の
な
か
を

奏
で
て
く
れ
、
情
緒
豊
か
な
夏
の
風

物
詩
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

て
ご
来
館
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

夏
の
風
物
詩

III

第

3
回

全
国
風
鈴

・
う
ち
わ
展
開
始
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（
特
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（
風
の
博
物
館
）

茂

二
葉

廣

和

総

務

消

防

係

長

課
〗
補
佐
宮
田
植
木
章
光

□

|
口
〗
:
〗

□
[

長

兵

頭

相

談

員

丁
ー

課

風

お

こ

し産

業

課

館

事

務

局

事
務
局
長

躙麟

機
構
改
革
に
伴
う
課
名
の
変
更

(8) 

⑯ 
植岡東

木 村

源

田

長

大

野

和

学

館

長

補

佐

⑯

和

気

武

士

風
お
こ
し
事
業
係
長

開

発

係

長

|
／
t̀tI“
□

“□
 

長

和

気

武

士

課

長

補

佐

片

山

政

治

⑯ 
森徳畦片

本崎山

二
宮
賢

一
郎

係

芸

員 長

松
本

行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
平
成
八
年
六
月
一
日
付
で
課
の
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
産
業
建
設
課
の
内
産
業
部
門
及
び
農
業
委
員
会
を
風
お
こ
し
対
策
室
に
合
併
し
、
風
お
こ
し

産
業
課
に
、
建
設
部
門
を
建
設
水
道
課
に
、
ダ
ム
対
策
室
を
ダ
ム
対
策
課
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ま
し
た
。

合
回
は
、
課
名
の
変
更
だ
け
で
職
員
の
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
職
員
の
配
置
図
は
左
の
と
お
り
で
す
）

平
成
8
年

6
月

1
日
現
在

r

,

'

’

,

＇,
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'
◆

—
飛
野
澄
子

＇ 

9

9

9

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,
 

r
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

r

,

'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

0

 

隆
寿
ー
よ
〔
安
川
美

紀

〕

―

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

し

,

'

’

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇ 

政
治
ー
↓
沖
田
敏
広

一

和
男

一

英
信
ー
上
藤
原
優
勝

吉

満

ー

土

石

家

清

兵

頭

学

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

L

9
,
＇‘ 
一
〔
北
本
住
恵
〕

『

9

9

9

,

 

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

＇ 

政
幸

J
中

岡

稲

生

宮

尾

充

志

〔

椿

本

和

子

〕

一

松
本
芳
典
西
田
幸
夫
〔
高
野
頼
信
〕

i

真

理

一

清

利
光
雄
|
上
中
野
富
士
雄
河
内
由
美
子
橋
本
孝
博
~

冨
永
廣
次

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

,＇
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

善
一
ー
—

土
出
水
文
子
〔
西
本
い
つ
子
〕

茂
治
~
藤
原
貴
冨
永
幸
広

山
本
晃
一

栄
治
|
よ
山
本
裕
之

＇

一
〔
西
浦
利
明
〕
〔
山
内
満
信
〕
〔
城
戸
武
揚
〕
〔新
山
進
〕
一

r
 9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
 

雅

司
|
上

新

実

雄

正

三
ー
上
大
井
章
裕

健

一

和
気
豊
子
上
田
初
美

隆
代
~
徳
本
幹
寿
下
石
綾

王
井
健
司
徳
本
民
子
城
戸
み
ち
こ

．
ヤ
ぷ
窃
町
牧

一〔上
川
定子〕〔
山
内
雅
子
〕
〔
中
野
三
津
穂
〕
〔
中
野
安
孝
〕
一

石
竹
内
弘
〕
〔
竹
内
潮
美
〕
〔
清
水
カ
ッ
コ
〕
〔
兵
頭
重
美
〕
~

反
保
伸
子
智
葉
笑
子

9

9

9

9

,

 

和

気

栄



(9)⑲。＠。絢 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 靡麟

社

会

福

祉

法

人

肱

川

町

社

会

福

祉

協

議

会

会

長

福

田

保

事

務

局

長

⑯

松

尾

国

和

専

門

員

事

務

局

丁

ー

事

務

局

長

⑯

和

気

武

士

農

地

主

事

教育委員会
委員長

冨永 武治

教育長

佐久保恵一

丁

館

長

⑯

池

田

重

雄

歴

史

民

俗
資

料

館

館

長

補

佐

⑯

冨

永

勲

ノ＼
.L、

民

館

丁

ー

館

長

池

田

重

雄

館

長

補

佐

⑯

冨

永

勲

収入役⑱参事

中野博司

町

立

幼

稚

園

町

立

学

校

社

会

教

育

課

T
課

長

学

校

教

育

課

丁

ー

課

長

（
学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー
）

出

納

室

冨
永

勲

⑯
佐
久
保
恵
一

所

長

都

谷

社
会
教
育
係
長

征
也

係 総
務
学
校
教
育
係
長

出

納

係

長

松
田

北

川

敬

桜
田

⑯
は
兼
任
・
〔

〕
は
嘱
託

）
は
臨
時

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

金

野
た
み
子
|
ー
＿池
田
悦
子

i

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

‘

 

⑯
冨
永

長
（
大
谷
）
上
岡

,

＇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 

一〔冨
永
清
輝
〕
〔
亀
井
和
夫
〕
〔
亀
岡
幸
子
〕
-

{
〔
宮
田
鈴
子
〕
〔
緒
方
保
代
〕
〔
和
気
睦
子
〕
一

r
、
,
＇
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
ヽ
，
＇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

和

明

ー

上

宮

田

千

代

子

一

―

―

 

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9
,
＇
‘
 

,

＇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 

＿
和
気
哲
弘

大

和

田

和

倣
（
派
遣
）

一

芦
林
光
雄
〕
〔
G
．
バ
ソ
ト
ッ
ク
〕
〕
〔
京
子
・
バ
ン
ト
ッ
ク
〕
~

勲

9

9

9

,

 

時
子
|
土
岩
谷
）
堀
川
千
賀
子

（
肱
中
）
〔
坪
井
友
江
〕
一

9

9

9

9

9

9

9

,

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ

9

9

9

,

J

一

（

中

野

）

重

岡

美

須

寿

桑

原

昌

子

一

一（
正
山
）

三
好
幸
恵
上
野
順
子

一
（
大
谷
）
〔
松
岡
佳
代
〕

一
（
岩
谷
）
（
休
園
）

:
（
予
子
林
）
冨
永
チ
ヅ
子

r

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

L

7

,
＇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ

9

9

9

9

9

9

,

J

＿沖
野
晃
己
〔
浅
井
真
由
美
〕

〔
松
本
順
子
〕
一

r
,
、

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

芦
菅
野
松
雄
〕

r
,
 

9

,

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

一

―

龍

明

ー

よ

ー

―

―

―
 

r
 



@。R。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛躙 (10)

女性の人権問題に関する
（セクシャルハラスメント等を含む）

1 2時間電話相談

相談内容

日 時

電話番号

相談担当者

主 催

女性差別 ・家庭問題等女性の人権問題

に関するあらゆる相談（無料・秘密厳

守）

平成8年7月10日（水）

午前9時～午後9時

フリーダイヤル

人権擁護委員

0120-025-550 

弁護士 法務局職員

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

元
肱
川
町
議
会
議
員

:
Qで
}
ゾ

ロ
堀
川

ふ
{

{
朗
氏
〗炉
＇
い

J

動
字
五
等
瑞
宝
章
を
受
箪
一

平
成
八
年
四
月
二
十
九
日
付
で
堀
の
間
に
町
議
会
議
長
、
文
化
委
員
会

川
史
朗
氏
（
七
十
歳
）
が
多
年
に
わ
た
委
員
長
等
の
要
職
に
つ
か
れ
、
議
会

り
地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
の
円
滑
な
運
営
と
産
業
の
振
興
、
町

よ
り
勲
五
等
瑞
宝
章
の
栄
誉
に
浴
さ
民
の
福
祉
の
向
上
、
文
化
教
育
、
庁

れ
ま
し
た
。

舎
建
設
、
交
通
通
信
、
農
林
業
、
生

伝
達
式
が
五
月
八
日
に
県
庁
で
行
活
環
境
の
整
備
、
防
災
施
設
の
整
備

わ
れ
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
等
に
尽
力
し
、
高
邁
な
る
政
治
信
念

堀
川
氏
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
を
も
っ
て
肱
川
町
の
発
展
に
貢
献
さ

地
域
住
民
の
信
望
を

一
身
に
担
っ
て
れ
ま
し
た
。

肱
川
村
議
会
議
員
に
当
選
し
、
以
来
こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け
ら

昭
和
五
十
八
年
四
月
ま
で
六
期

二
十
れ
町
の
発
展
に
尽
力
賜
わ
り
ま
す
よ

四
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
こ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

老人保健標準負担額

認定証の更新について

現在、入院時食事代の減額認

定を受けている方は、認定証の

有効期限が 5月31日で期限切れ

す うた時てそ号年 と金組金に
るこ問と間いれ番金とに番合保つ現
たう題きがるぞ号制こ付号,--`
めしがにか年れ

-墜い窪

‘たあ記か金の E胃嘉□t ←船；公 持皆
現皆り録る記年涅ょ‘れれ整貝‘的 っさ
在さまがと録金つっ皆てぞ理亥国年 てん耳Zキtすー
準んす漏かを 制ててさいれさ g民 金
備の゜れ年確度い年んまのれ-年加 贔、は、 P戊述~/'ゞ
孟雙 ：喜皐‘函定畠旦［変：喜金貪I、孟プしてrて

となっております。 も塁斎 ：璽喜口虐竺； 冒り、虞冒畠 ゜贔年るの
消 いしにれ‘記る ご年済年録 を

t冒胃扉竺喜こ贔喜竺喜と品品『こ羹喜
を等‘間本度れ用度、点初民入マの年が

が年を化のにすが でめ年しソ基金‘
で金同さ年よる変そのて金たと礎番公
ぎに 一 れ金りもゎの年年にとな年号的
る関の‘番‘のつ認金金加きり金の年
こす番全号現でて v'---番制入や厚番導金
とる号てへ在すも加
に手での の ゜ ‘入

記 号度し 二 生号入に

な続記年号八
ヘにた十年はで共

番ム、 そす記加と歳金‘す通
りぎ録金口的 のる号入きに保サ゜す
ま‘の加竺年 ま年番しなな険ラ る

くれ庫の西〉

一



(11)＠。⑥。絢 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂額尋

こ
の
検
診
は
、
松
山
赤
十
字
病
院

の
眼
科
の
先
生
に
よ
り
、
視
力
障
害

者
の
検
診
と
更
生
相
談
が
行
わ
れ
る

も
の
で
、
対
象
者
は
視
力
障
害
者
に

限
ら
れ
ま
す
が
、
障
害
者
手
帳
を
持

た
れ
て
い
な
い
方
で
も
無
料
で
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
失
明
者
及
び
重
度
の
視
力

障
害
者
に
つ
い
て
は
検
診
の
結
果
に

よ
り
審
査
を
行
い
、
開
眼
手
術
を
必

要
と
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

手
術
費
の
保
険
適
用
分
医
療
費
の
自

己
負
担
分
も
補
助
が
あ
り
、
無
料
で

手
術
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

実
施
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す

が
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七

月
十
日
ま
で
に
、
役
場
町
民
福
祉
課

場

所
日

時

福
祉
係
(
6
三
四
ー

ニ
三

四

0
)
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
眼
検
診
の
実
施

ふれあいと対話が築く

明るい社会

7月は
「社会を明る＜する運動」＼月問です
~:~•う：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←ぅ：←

保
護
司
及
び
更
生
保
護
婦
人
会
員

等
が
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

地
区
実
施
委
員
会
で
は
、
七
月
を
運

動
月
間
と
し
て
少
年
の
非
行
防
止
と

更
生
の
援
助
の
た
め
、

地
域
住
民
の

理
解
と
参
加
を
求
め
、
非
行
防
止
の

運
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
最
近
は
「
い
じ
め
」
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
少
年
非
行
問
題
に
関

心
を
持

っ
て
、
明
る
い
地
域
社
会
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

コし―-＝-R
 

七
月
十
二
日
（
金
）

午
後
一
時
半
し
午
後
三
時

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
子
町
役
場
裏
）

口 ーしないーさせない

”マの不正敬達
四国運輸局愛媛陸運支局］

←タク
王量ユ

運輸省は、暴走行為、過積載などを目的と

した不正改造車を排除するため、関係省庁の

支援と自動車関係団体の協力を得て、 6月 1

日～30日の 1カ月間「不正改造車を排除する

運動」を全国的に展開しています。

特に、さし枠などを装着したダ‘ノプカーや

車体を極端に低く改造した乗用車などの不正

改造車については、道路交通の秩序を乱すと

ともに重大な交通事故を起こす恐れがあり、

また排出ガスによる大気汚染、騒音等の環境

問題を引き起こす原因となるなど、社会的な

問題となっていることから、本運動ではこれ

ら悪質な不正改造車を排除することに重点を

置いています。

この機会にぜひ、不正改造の防止について

理解を深めていただき、その排除にご協力く

ださし ‘o 愛媛県土木部

＝ 

道に対する意見を「21世紀のみちを考える委員会」

までお寄せください。

私たちのくらしや経済を毎日支えている道路。その作り方につ

いて、これまで一般の人々が知る機会や意見を言う場は限られて

しヽ ました。

建設省の諮問機関である道路審議会では、平成10年度からスター

トする新しい道路計画をつくるための検討をスタートしますが、

みなさんの意見を取り入れる新たな考え方を採用することとしま

した。

みなさんの意見を聞き、まとめるのは道路審議会に設けた「21

世紀のみちを考える委員会」（森地茂委員長（東京大学教授））です。

そのため、21世紀のみちを考える始まりとして、「キックオフ・

レボート」を作りました。その中では、道についての12の重要テー

マを紹介し、それぞれのテーマについて、いろいろな人の発言ス

タイルで意見がのせられています。あなたが共感する意見や自由

な意見・提案をお寄せください。

「キックオフ・レポート」についての問い合わせ先

建設省 四国地方建設局 大洲工事事務所調査第二課

TEL 0893-24-5185 

TEL 089-941-2111 道路建設課



c。⑥。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂鯛 (12)

．
 

初
回
は
、
応
急
手
当
て
を
行
う
た

め
の
基
本
と
な
る
観
察
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

応
急
手
当
を
行
う
前
に
は
、
傷
病

者
の
状
態
を
よ
く
調
べ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
①
よ
く
見
て
②
話
し
か

け
③
直
接
触
れ
て
み
ま
す
。
ど
ん
な

場
合
で
も
、
全
身
を
観
察
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

特
に
、
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸

と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
必
要
な
意

識
障
害
・
呼
吸
停
止
・
心
臓
停
止
の

判
断
を
下
す
た
め
に
次
の
順
序
で
観

察
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
意
識
は
あ
る
か

①
傷
病
者
の
肩
の
あ
た
り
に
位
置

し
、
耳
元
で
（
大
丈
夫
で
す
か
）
な

ど
と
声
を
か
け
、
肩
を
数
回
た
た

く

。

三

口

②
確
認
の
結
果
、
反
応
が
な
か
っ

た
り
、
鈍
い
場
合
は
気
道
確
保

（
空
気
が
肺
ま
で
楽
に
通
る
よ
う

に
、
気
道
の
つ
ま
っ
た
状
態
を
防

ぐ
方
法
）
を
行
う
。

③
助
け
を
呼
ぶ
。

2

呼
吸
は
あ
る
か

①
顔
を
傷
病
者
の
胸
の
方
に
向
け

る。

②

胸
や
胃
の
あ
た
り
が
上
下
に
動

い
て
い
る
か
を
見
る
。

③
傷
病
者
の
吐
く
息
を
頬
で
感
じ

る
か
確
か
め
る
。

3

脈
は
あ
る
か

①

人

さ

し
指
と
中
指
を
そ
ろ
え
て
、

の
ど
ぼ
と
け
に
あ
て
、
指
先
を
手

前
に
ず
ら
し
、
の
ど
ぼ
と
け
と
筋

肉
の
間
の
く
ぽ
み
（
頸
動
脈
）
に
あ

て
る
。

②

指
先
で
軽
く
押
さ
え
、
脈
拍
の

有
無
を
確
か
め
る
。

次
回
は
、
意
識
が
な
い
場
合
の
応

急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4

大
量
の
出
血
が
あ
る
か

愛媛県指定標

設：：定に
**** 

．

．
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．
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生活のすべてに安全を

昨年11月 1日に 「主要食糧の需給及び価格の安定に関す

る法律」、いわゆる食糧法が施行されたことに伴い、従来

の食糧管理法の下で、全国一律の上限価格の下に小売店頭

での常置義務としていた標準価格米制度に代わり、指定標

準米制度が制定されました。

このため、県においても、 5月1日から、政府米を主体

とした愛媛県指定標準米を次のとおり設定しましたので、

お知らせします。

0設定日

〇原料構成

平成8年 5月1日

1類相当品種 10%（松山三井、

3類相当品種 90% 

（コガネマサリ、ひめのまいなど）

3,875円〔精米正味10kg当たり税込価格（た

だし、袋代を含む）〕

〇供給体制 指定標準米の継続的な販売を希望する登録卸

売業者及び登録小売業者を指定標準米取扱業者

として、販売を行うとともに、取扱業者の名簿

を作成し、消費者からの照会に応じて情報提供

を行う。

0目安価格

日本晴）

「無病息災・家内安全」は、だれもが願うこ

とです。しかし現実には、毎年多くの方が不

慮の事故で亡くなったり、重軽傷を負ったり

しています。

ふだんの生活で予期せぬ出来事、「これぐ

らいならいいだろう」「少しの間だけだから」

などといった不注意や不用心が、事故や災害

につながります。いつでも、どこ でも、注意

や用心を怠らない習慣をつけたいものです。

まずは家族で話し合い、家庭のなかから

「生活のすべてに安全を」を目指 しまし ょう。

応 I"



(13)＠。@。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 麟瞬
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0 7り望州讐9]-13i豆
Idlkト`ト

建設省大洲工事事務所 ： 
肱川町

i 清らかな水の流れと恵まれた河川は、地域社会に憩いと潤いを与えるとともに、環境づくり ： 
〉の中心的な役割を果たしており、近年都市化の進展等により河川空間への住民の期待は高まる 〉
> 一方です。「川は美しいもの」，「親しみのあるもの」そんな考えが十分人々にいきわたるよう 〉

； に、昭和48年以来豊かで住みよい国土建設を推進するため毎年7月を「河川愛護月間」 と定め、 ： 
； この月間中に河川愛護の思想を広げ、河川環境を積極的に整備することによって、河川を常に ； 
〈安全で美しく利用し、管理する気運をたかめるための運動を展開します。 ： 
l 運動は「水辺にやすらぎ、心にゆとり」の推進標語をもとに、建設省・県・町等においてさ ： 
〉まざまな行事を予定しておりますが、皆様の積極的な参加、ご協力をお願いします。

二：：ごご門:::9：等にも積極的に参加し〗
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高
校
生

の

税

の

作

文

募

集

1

応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

2

テ
ー
マ

次
の
例
の
と
お
り
、
税
に
関
す
る

こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

〇
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

〇
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
意
見
や
感
想

〇
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見

学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
体

験
や
印
象

〇
税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験
談

や
ま
わ
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、

税務職員（税務大学校生）の募集！
人事院・国税庁―

自
分
が
考
え
た
こ
と

応
募
点
数
と
字
数

人

一
編
。
三
、
0
0
0字
以
内
。

4

応
募
の
締
切
り

平
成
八
年
九
月
九
日
（
月
）

5

表

彰

優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

6

応
募
先

大
洲
市
大
洲
六
八
九
大
洲
税
務
署

な
お
、
応
募
作
品
の
末
尾
に
は
応

募
者
の
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

学
校
の
所
在
地
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

3
 

0受験資格
昭和51年 4月 2日～昭和54年 4月 1日生 まれの者

0試験の程度
高校卒業程度

●受付期間

平成 8年 6月26日（水）～ 7月 3日（水）まで

0試験日と試験内容
第一次試験平成 8年 9月 8日（日）

適性試験及び作文試験

平成 8年10月17日（水）から10月24日

（木）までの間の 1日

人物試験及び身体検査

教養試験

第二次試験

●合格者発表

第一次試験合格者発表

最終合格者発表

問い合わせ

高松国税局人事第二課試験研修係まで

〒760高松市天神前2-10 80878-31-3111 

10月14日（月）

11月15日（金）

等



＠。＠。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟 (14)

ー

7
ー
！
ー
ー
ー
！
ー
i！
ー
＾
ー
ー
ー
！
ー
i！
ー
ー
ー
i
i
i！
ー
ー
ー
ー
ー
iり
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
!ー
＾
ー
：
ー
ー
i
iー
X
i
i
iー
ー
ー
ー
ー

i
z
i
i
iー
ー

―

―

 f信
A
0吋
匁
ー
。

1
位

サ

り

喜

L
iり
位

i

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
の
中
に
た
め
る
こ
と
一

一

¥

、

.e

一

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
体
の
中
で
脂

i

i

肪
を
つ
く
り
や
す
く
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
一

一

-
F
2つ
P
-
―

る

の

誌

の

六

〇

？

ヒ

0
％

を

占

め

る

安

静

時

の

代

一

一一

保＂心磨し
1ー，
謝

工

不

ル

キ

ー

を

咸

ら

す

な

と

、

太

り

や

一

一

一
欧
米
は
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
、
肥
満
が
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
に
は
、
食
事
の
時
間
す
い
体
質
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

―

―

 

一

f

成
人
病
の
原
因
の
＿
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
よ
を
規
則
正
し
く
守
る
こ
と
や
腹
八
分
目
の

一
う
に
な
り
ま
し
た
。
肥
満
は

糖

尿

病

、

高

食

べ

方

の

習

慣

を

つ

け

る

こ

と

な

ど

が

大

潰

乞

伝

が

肥

志

戸

」

問

芦

諒

一

一
脂
血
症
、

高
血
圧
症
、

動
脈
硬
化
症
と
い

っ

切
で
す
。
ま
た
、
ス

ト
レ

ス

の

解

消

を

食

す

ノ

る

の

は

二

lIjぐ
ら

い

一

べ
る
こ
と

で

図

ら

な

い

こ

と

、

高

カ

ロ

リ

ー

一

一

一
た
成
人
病
を
発
症
さ
せ
る
最
大
の
危
険
因

一一子
（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
）
と
な

っ
て

い

ま

の

脂

肪

が

多

く

含

ま

最

近

、

太

る

の

は

遺

伝

の

せ

い

で

あ

る

一

[

-

一

す

。

で

す

か

ら

、

肥

満

に

な

ら

な

い

こ

と

れ

た

食

品

や

甘

い

も

と

い

う

話

を

聞

き

ま

す

。

し
か

し

、

肥

満

一

一

一

の
な
ど
体
の
中
で
脂
の
原
因
に
遺
伝
が
関
係
す
る
の
は

二
五

％

一

一

一
が
成
人
病
を
予
防
す
る
う
え
で
、
も

っ
と

レ

J

一

も

重
要

な

対

策

と

な

る

の

で

す

。

肪

に

変

わ

り

や

す

い

ぐ

ら

い

で

、

残

り

の

七

五

％

は

食

生

活

、

一

一

防

活

食

品

を

避

け

る

こ

と

、

運

動

習

慣

か

関

係

し

て

い

ま

す

。
食

へ

物

一

一

間
食
を
控
え
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
戦
時
中
や
終
戦
直
後
に
は
、
一

一

一

食

べ

過

ぎ

や

運

動

不

足

が

予

一

肥

満

の

原

因

牛

一

な

ど

も

大

切

で

す

。

肥
薦
が
ほ
と
ん
と
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
一

―

の

と

か

食

い

、

ま

と

れ

は

分

か

る

と

思

い

ま

す

。

一

一
肥
満
を
予
防
す
る
に
は
、
そ
の
原
因
を

g厄
今

立

め

食

い

と

い

っ

た

誤

っ

い

す

れ

に

し

ろ

、

肥

薦

を

予

防

す

る

に

一

一
理
解
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す
。
食

へ

過

き

口

3

た

食

へ

方

も

肥

尚

の

は

食

へ

過

き

や

誤

っ

た

食

へ

方

を

避

け

た

一

-

や

誤

っ

た

食

べ

方

（

偏

食

）

、

運

動

不

足

な

原

因

で

す

。

「

夜

食

食

生

活

を

確

立

す

る

こ
と

と

、

運

動

の

習

一

―

―

 

一

ど

、

主

と

し

て

食

生

活

を

含

め

た

ラ

イ

フ

症

」
と

言

わ

れ

る

よ

慣

を

つ

け

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

一

―

―

 

一一

一

ス

タ

イ

ル

の

異

常

が

原

因

と

な

っ

て

い

ま

う

に

、

一
日
に
食
べ

一一す
。

一

‘/

‘

-

る
量
の
半
分
以
上
を
夜
間
に
と
る
よ
う
な

一

一

一
食
べ
過
ぎ
は
、
体
が
必
要
と
す
る
以
上
食
べ
方
は
、
食
べ
過
ぎ
で
な
く
て
も
太
り
蓋
い
い
が
＼
~
〗

J
-

□亡
□
口
`
す
0
／
/
口
/
1口
[
[
い
〗
〗
口
〗
〗
亨
言

0
\
/
­
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ー
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6月は
「外国人労働者問題啓発月間」です！ 1

1

 

／

／

 

6

6

 外国人労働者の適切な雇用 ・労働条件の確保

と不法就労の防止にご協力をお願いします。

詳しいことはお気軽に安定所までお問い合わ

せください。

ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所）824-3191

亨及コ急等に報道咽麗認訛た肱』麟「

6/1 

6/3 

6愛媛新聞

朝日新聞

読売新聞

毎日新聞

愛媛新聞

あいテレピ

＼

ー
＼
／

l
山鳥坂ダム付替）レート

相談・救済・啓発「人権擁護」

サポート飛野虎生さん

付替）レート決定要望書提出
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社会福祉法人肱川町社会福祉協議会

役員名簿

監事

(2人）

会長福田 保

副会長笹木 明徳

理事大野 和

(11人）岩田清茂

佐久保恵一

冨永武治

池田重雄

山下道教

山田美智子

西本源格

岩田忠義

山下 博

橋本孝博

森繁夫

山本節子

（共同募金委員会長）

（民生委員総務）

（町長）

（議会議長）

（教育長）

（教育委員長）

（公民館長）

（消防団長）

（母子寡婦福祉会長）

（町老人クラブ会長）

（町PTA連合会長）

（青少年育成指導員）

（青年団長）

（町監査委員）

（民生委員）

※任期

平成8年5月26日～平成10年5月25日まで

理
事
会
評
議
員
会
を
開
催

会
長
に
福
川
保
氏
を
再
選

平
成
八
年
度
の
理
事
会

・
評
議
員

会
を
五
月
二
十
二
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
七
年

度
の
事
業
と
決
算
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
又
、
任
期
満
了
に
よ
る
会
長
及

び
副
会
長
の
互
選
を
行
い
、
会
長
に

福
田
保
氏
が
再
選
、
副
会
長
に
笹
木

明
徳
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
午
後

か
ら
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
七
年

度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
を
行
い
、

新
理
事
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
理
事
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

副会長

笹木明徳氏

会長

福田 保氏

社゚
協
た
よ
り

肱川町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

． 
平成7年度

社会福祉協議会決算額
一般会計収入 9,119,062円

支出 8,527,751円

●心配ごと相談会計

収入 240.090円
●小口貸付金会計

収入 925.083円

• まごころ金庫会計

収入2,350,000円

支出 223.050円

支出 200.000円

支出 444.754円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
芳
志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中

居

谷

金

平

肇

様

下
嵯
峨
谷
二
宮
マ
サ
子
様

影

地

三

浦

進

一
様

上

鹿

野

川

和

氣

千

冬

様

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
、
決

算
報
告
の
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

郡
社
協
会
長
に
福
田
保
氏
が
再
選
さ

れ
ま
し
た
。

郡
社
協
会
長
に

福
田
保
氏
再
選

五
月
十
九
日
に
第
三
十
五
回
愛
媛

県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
、
松
山

市
県
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

身
障
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
機
能

回
復
と
体
力
の
維
持
増
強
を
図
り
、

障
害
を
克
服
し
て
明
る
い
希
望
と
勇

気
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
生
ぎ
て
い

く
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
県
民

の
障
害
者
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。
肱
川
町
か
ら
や
り

投
げ
に

二
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し

こ。t
 

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
四
月
二
十

三

日
か
ら
二
十
四
日
の
二
日

間
、
合
同
の
研
修
旅
行
を

他市
行
い
ま
し
た
。
八
十
五
人

戸
の
参
加
が
あ
り
バ
ス
―
-
―台

平
に
分
乗
し
て
長
崎
県
平
戸

市
、
佐
世
保
市
方
面
に
行

県＊可＂ぎ
ま
し
た
。

長
三
回
目
と
な
る
今
回
は
、

肱
流
苑
前
所
長
今
宮
氏
、

土
井
指
導
員
、
上
川
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
に
同
行
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
平
戸
市
は

昔
の
南
蛮
貿
易
の
港
町
で

あ
り
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り

の
街
で
あ
っ
た
。
皆
が
も

う

一
度
ゆ
っ
く
り
と
来
て

み
た
い
所
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
つ
つ
じ
の
名
所

｀ 
御
船
山
楽
園
は
見
ご
ろ
が
少
し
早
く

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
戸

大
橋
で
記
念
撮
影
後
は
ホ
テ
ル
に
て

宴
会
に
入
り
、
日
ご
ろ
の
歌
・
踊
り

を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
港
よ
り
九
十
九
島
を

船
上
よ
り
楽
し
み
ま
し
た
。
瀬
戸
内

海
と
は
又
違
っ
た
風
景
に
驚
か
れ
た

よ
う
で
す
。
佐
世
保
に
着
ぎ
佐
世
保

面
資
料
館
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

旧
海
軍
の
資
料
を

一
堂
に
展
示
し
て

あ
り
、
身
も
引
き
し
ま
る
思
い
で
し

た
。
中
で
も
、
下
敷
水
出
身
の
椎
野

中
尉
が
特
攻
を
前
に
し
て
母
に
宛
て

た
遺
書
が
展
示
し
て
あ
り
涙
ぐ
む
人

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

有
田
焼
の
窯
元
で
昼
食
を
し
て

一

路
肱
川

へ
全
員
無
事
に
帰
宅
し
ま
し

た
。
今
回
の
旅
行
は
、
風
景
に
感
動

し
、
今
日
の
日
本
興
隆
の
礎
に
な
ら

れ
た
方
々
の
遺
品
に
対
し
厳
粛
な
気

持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
研
修
旅
行
で
し

こ
。
f
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金融夏期推進運動実施中
ス ゜ヽ`ヽ' 積

毎月20,000円` 
50 
2年(24回）

万 3年(36回）毎月14 000 
円 9 円

コ 毎月

I 
4年(48回） 10,000円

ス 5年(60回）毎月 8,000円

200 
2年(24回） 毎月80,000円

万 3年(36回）毎月55,000円
円

コ 4年(48回）毎月40,000円
l 
ス 5年(60回）毎月32,000円

金
r 

毎月40, 000円
ヽ

100 
2年(24回）

万
3年(36回） 毎月27, 000円

円
コ 4年(48回）毎月20, 000円l 
ス

毎月16 000 5年(60回）
9 円

ヽ ノ

300 
2年(24回） 毎月120,000円

万 毎月

円
3年(36回） 80,000円

コ 毎月

I 
4年(48回） 60.,000円

ス 毎月

5年(60回） 49,000円
＇ 

●上記以外にも、いろいろコ ースがあります。

●上記掛金はおおよその掛金であり、契約時の金利により若干異なる事があります。

J Aの定期積金ローンもご利用ください。

1期間いろいろ、ますます便利に1

ス ーパ一定 期
CQ1,．いくらから預け入れできるのですか？）＿＿…………］

困1,000円から1円単位で預け入れすることができます。 ； 
L-------------------------------------------------------------------------> ？
 

六
月

一
日
よ
り
県

下

一
斉
に
夏
期
金
融

推
進
運
動
を
展
開
中

で
有
り
ま
す
。

J
A
肱
川
に
於
て

も
上
期
の
推
進
と
し
て
、
夏
期
ボ
ー

ナ
ス
、
ふ
れ
あ
い
定
積
、
ま
か
せ
て

決
算
運
動
で
は
、
電
気
、
電
話
、

N

H
K
、

三
大
公
共
料
金
の
口
座
振
替

を
中
心
に
推
進
運
動
を
進
め
て
お
り

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

Q2預け入れ期間はどのくらいですか？ ---------------------0 

~l ヵ月以上5年未満で、 ご希望の満期日を指定できる期日 ； 
； 指定方式と1ヵ月・3ヵ月・6ヵ月・ 1年 ・2年・ 3年・ 4年． 5 i 
： 年の定型方式のいずれかのプラソをお選びでき、金利動 ： 
i 向や目的に合わせた資金運用ができます。 ： 
•---------- ---- --- ----- ------------------ ---- ------------- ----- ------------ ---" 

Q3．金利はどうなんですか？ -- ---- ----------------- -------- - ---- - ➔ 

~ o 市場金利の動向に応じて、当 JAが独自に設定する ： 
： 利率でお預け入れできます。

: 0お預け入れの時の適用利率が笈らない確定利回りで ： 
！ すので、安心です。し—- - -- - - - - - -- - - -- - -- -- -- -- - --- - -- - - -- -- - - -- - -- - - -- - - - - -- - -- - - -- --- -- -- -- - - - --_j 

ま
す
。
各
種
ロ
ー
ソ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
に
有
っ
た
自
動

車
、
教
育
、
カ
ー
ド
ロ

ー

ソ
等
、
お

す
す
め
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
ご
利
用
下
さ
い
。

又
年
金
受
取
り
に
つ
い
て
は
、
便

利
な
自
動
受
取
り
を

J
A
肱
川
へ
ご

指
定
下
さ
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

J
A
カ
ー
ド
等
も
取
り
扱

っ
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

Q4．どういうメリットがあるのですか？

A
 
0預け入れ期間3年以上5年までの複利型（個人） ｛ 
にすれば、利息は半年複利で計算され、満期 ； 

日に一括課税されるためお得になります。 i 
0便利な自動継続にすれば、満期日がきても元 i 
利金または元金をそのまま自動的に継続いた ； 
します。

0総合口座をセ ットすれば、イザという時でも ： 
自動的に融資がご利用いただけまのすので安 ： 

： 心です。し—- - - -- -- - -- - -- -- - -- - - -- -- -- -- - -- - -- -- - -- - -- - - - -- - - - -- - -- - - -- - -- -- -- ] 

お せす た修羹施す役贔合員

゜
願てがつ° 来 職役
い頂勝悶 き る ぉきま 六 員
申しま し 月休業 一 知
上げすの全らては 事る同に二十 の研修El ら
まで業務を ‘ によ九 ぉ せ
す。よ 土 なる旦 知に

゜
ろ曜り―土 らよ
し休日 ま日..._,,せり
く ま で し 研は

＜元利金自動継続＞
、三ノ

満期日に元金とお利息をあわせて自動継続。

●お預け入れ ●薦期日

▲ 

利息が利息を生んで大きく
なります。

＜元金自動継続＞
ヽ ．

お利息は指定貯金口座でお受け取りいただけます。

●お預け入れ ●満期日

▼ 

ご指定の貯金口座へ
自動入金

自然と人の間に。

JAJA貯金 詳しくは窓口でお気軽にご相談下さい。
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去
る
五
月
七
日
よ
り
新
電
算
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
貯
金
通
帳
等
が
全
面
的

に
変
更
と
な
り
来
店
さ
れ
た
方
よ
り

新
通
帳
に
切
り
替
え
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
宇
和
川
支
所
、

大
谷
支
所
、
予
子
林
支
所
の
全
支
所

へ
電
算
設
置
を
行
い
各
支
所
で
は
六

月
三
日
か
ら
稼
働
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
各
支
所
で
貯
金
に
関
す
る
入

吝
{
)

『
全
支
所
電
窮
設
置
稼
働
』

各 支 所 で 電 算 稼 働

金
、
出
勤
、
通
帳
記
帳
、
定
期
証
書

発
行
等
全
部
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
の
で
ど
う
か
来
店
さ
れ
る
時
は

必
ず
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
下
さ
い
。

今
後
益
々
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

森器えひめみかんジュース森器
太陽の贈り物、健康飲料えひめみかんジュースの推進を県下一斉に実施 して お

ります 。 県下の目標は 40万ケースで JA肱川でも一戸 ー ケース運動を進めてお
ります。

農作業で汗を流した後、是非とも飲んで見て下さい。生き返った気持ちになり

ます。 果汁 10 0％ですので健康に非常に良いみかんジュースをおすすめ致しま

す。 贈答品にもご利用下さい。

C、A、やミネラルをたっぷり含

汁です。血営の抵抗性を強める作

ピタミンPも含まれています お

―お年寄りまで｀家族の恒康のため

でお飲み下さい。

めた＜ひやして飲むと
かです。

（いよかん濯合）

果賓分・果；十分

100% つぷえひめみかんジュース（いよかん況合＼果冥分100%・1.000,#. 
えひめみかんジュース（いよかん混合） 畢 ；t100%・1.000.t 
えひめみかんジュース（いよかん混合） 累 汁100%・255g
雙格 I•Iりiill蜘• 1ケースIHが）''内,;1匹 1ケ・・ス30/I，An9

·' · •ifiiの予約11入申込書をご引用下さい
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,-----------------------------------------:._--・----------------ヘ
l 疇ー一 遷囀ー ：后言,i ． ！ 

i 
i - '  ―’●  _-__:::::.: ！ 

i 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! ！ i -~- -・--,~-- ~ ・-., --. -~-. -,~-- - ... ・-・・ - -. ! 
t i 平成8年 5月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I l 
！ 県森連市況 大洲木市より （単位m'当り ：円） 市売日平成 8年 6月 3日 l 
l 

市売数垂，・1000ケース 18,400kg 

！ スギヒノキマッ 平均単価 3,859円

！長さ末口径直曲がり直曲がり 直 その他 銘柄別単価 l 
! 7 cm下本 330本 230本 451本 200 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

} 8 cm上本 368本 316本 533本 486 こうこ 7,500 ~ 9,000 強特用大 3,000~ 3,800 保 ！ 

: 14 mll-3 cm上20,000 -40,700 -18C1D上19,000 大 厚 6,000~ 7,000 強特用中 3,200~ 4,500 保！
l I I! 8 cm上21,300 -45,000 -24叫 2,4,500

2 4 cm上20,ooo I -I 48, ooo I -I 30cm上 中 厚 6,800~ 7,500 強特用中小 3,000~ 4,500 保 ！ 
} 7cm下本 175本 131本 200本 138 中小厚 5,000~6,000 強特用小 2,800~ 3,500 保

! 8cm上本 230本 230本 289本 319 小 厚 3,700~ 4,800 強大パレ 2,300~ 3,000 強！
11 cm上11,sooI I 23,100 ＇ ! 3 m 13 cm上24,070 -39,200 -18C1D上16,500 大ウス 4,000~ 5,000 強中パレ 2,300~ 3,000 強 ！ 

! I [18 cm上23,900 -39,600 -24叫 20,500 中ウス 3,600 ~ 5,000 保中小パレ 2,000 ~ 2,800 強 ！ 

l 24 cm上18500 -29 000 30叫
7 cm下本 80本一本 80本一

中小ウス 3,300 ~ 4,000 保小バレ 1, 000 ~ 1, 600 保 ！ 

！ 
i 12m 8 cm上本 100本 一本 120本 一 小ウ ス 2,800~ 3,500 保変形 2,300~ 4,000 保 ！

! 16 cm上 8,000 -22,000 -13C1D上 ジャミ 1,800~ 3,600 保色悪ウス 1,500~ 2,500 保！

i 6 m f! ：：土 26,300 75,80O C1D上 どんこ大 8,500~ 9,000 強色悪パレ l,500~ 2,300 保 i
! 18 cm上24200 66 600 どんこ中 6,500 ~ 7,500 強 Ij粒トヘノコ 3,000 ~ 4,000 保 ！ 

！ 特選 290,000 どんこ小 4,500 ~ 6,000 強スライス 1,500 ~ 6,500 強 t 
！ 足 場 1m当たり円～ 円 概況 品評会市の後を受け、並品主体の市売となった。

！ 梅雨期に向い製品の荷動き悪く、当用買い中心となる。 相場は、どんこ～厚肉系は強く 、香信～特用は保合バレ～格外はやや弱 ＇ 
！ 備考 桧＝保合 ・杉＝3m、4m、中目保合、柱、小径木弱保合 い保合となったが、色の良いパレ葉は買い気が強かった。 ！ 
！ 松＝買気なく弱保合 i 
¥.-＿＿--――---------------------＝---――-----------------------------------―’ 

＜ 森 林 と 水 ＞ 
表1地被区分別浸透能（村井・岩崎， 1975) (mm/hr) 

今年もじめじめした梅雨の季節となりま したが、一昨年は極度の異常渇水に見
舞われ長期にわたる給水制限で不自由したことを考えるとありがたいことに思い
ます。
私などは松山に住んでいたため、早朝一時間の給水制限を受け、ここぞとばか
りに気合いを入れて風呂に入ったものでした。
これまでも水不足が騒がれると森林に対する保水力や水源かんよう機能の重要
性が着目されてまいりましたが、水循環における森林の役割はさまざまであり、
・地表への降水の遮断
・根系や落葉による土壌への浸透性の向上
・葉面か らの蒸発散
など多くの作用があげられます。一般的にいわれる森林の水源かんよう機能は、
森林植生の下のある土壌の働きであり、森林が受け取った雨水を河川に流出させ
る前に、ある一定時間土壌中に水を保持し、流出を遅らせる作用にほかな らない
といえます。・
では、森林と土壌との関係はいかなるものかということですが、ある実験結果
では表ー 1のとおりとなっております。浸透能とは土壌の吸収性の良さのことで
すが、これによると未立木地にくらべ立木地の浸透能が高いことは明らかですが、
人工林と天然林とはさほど違いがないことがうかがえます。
近年、人工林施業を根拠に直接的に林業経営を批判される人がいますが、これ
は一面的な捉え方であり、近年の林業収入の低迷のあおりを受けた、大皆伐や枝
打ち、間伐の遅れといった本来の健全な林業経営からかけ離れた姿への批判であ
ると思います。
本来の森林や林業のありかた検討するならば、森林についてもっと科学的に、
社会的に評価をしたうえで話をするべぎであり、今そうした時期に来ているので
はないかと私は考えます。

林業改良指導員越智慎吾

区 分 地区数 概 況 浸透能

スギ人 工林 4 20~40年生 302 

アカマツ人工林 4 24~57年生 238 

カラマツ人工林 3 15~40年生 219 

ヒノキ・トウヒ人工林 3 36~45年生 239 

アカマツ天然生林 5 20~80年生 211 

プナ天然生林 1 1 30~130年生 297 

コナラ天然生林 4 13~40年生 202 

伐採跡地
（軽度かく 乱） 10 212 

（重度かく 乱） 5 50 

自然草地 8 143 

人 工草地 6 107 

朋u —’ 壊 地 6 102 

歩 道 3 13 

畑 地 3 99 

計 75 

注）1．浸透能は最終浸透レート。
2．浸透能閥（ ）は地区数。
3．岩手，宮城県下，注水式産地浸透計による。
4．地表傾斜20~40゚ ，降水強度200~400rnm/hrとする。

L
P
G
配
達
予
定
表

7
月
3
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

7
月

5
日（

金
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

7
月
8
日

（月
）
藤
野
原
•
町

7
月

10
日
（
水）

八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

7
月
12
日
（
金
）
久
保

7
月

15
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

7
月

17
日
（
水
）
広
常
・
影
地

7
月
18
日
（木）
中
津
・
小
倉

7
月

19
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

7
月

22
日
（月）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

7
月

24
日
（水）
中
居
谷
・
嘉
城

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

7
月

26
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳

郷
・
瓜
生
谷

7
月

29
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

7
月
醤
油
配
達
予
定
表

7
月
11
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月

12
日
（
金
）
岩
谷

・
小
藪
方
面

7
月

19
日（

金
）
宇
和
川
方
面

7
月
2
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月

3
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月

4
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月

9
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月

10
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月

11
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月

16
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
17
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月

18
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月

23
日
（
火
）月
野
尾

・
小
藪
方
面

7
月
24
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月

25
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
30
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月

31
日
（水）
中
津
方
面
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野
菜
と
花
の
新
害
虫
マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ

工
が
肱
川
町
で
も
発
生

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
工
は
、
平
成
二
年

に
静
岡
県
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
昨
年
六
月
に
松
山
市

（
ガ
ー
ベ
ラ
）
、
伊
予
市
（
施
設
ナ
ス
）
、

三
間
町
（
菊
）
で
、
秋
に
は
、
大
洲
市
を

は
じ
め
県
下
各
地
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

肱
川
町
で
は
、
今
年
の
五
月
、
露
地
き
ゅ

う
り
に
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
害
虫
は
、
米
国
の
フ
ロ
リ
ダ
州

に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
野
菜
や
花

に
付
着
し
て
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
体
長
は
約
二
．
リ
で
黄
と
黒
の
交

じ
っ
た
体
色
を
し
、
雌
は
葉
に
卵
を
産

み
付
け
ま
す
。
幼
虫
は
、
葉
の
内
部
に

潜
ん
で

ト
ソ
ネ
ル
を
作
っ
て
葉
肉
を
食

い
荒
ら
す
た
め
、
品
質
の
低
下
や
減
収

に
な
り
ま
す
。
世
代
交
代
も
早
く
、
気

温
が
三
十
度
だ
と

二
週
間
で
親
に
な
り
、

激
発
し
ま
す
。
食
害
は
、
マ
メ
科
を
は

じ
め
、
キ
ク
科
、
ナ
ス
科
、
セ
リ
科
、

ウ
リ
科
、
ア
プ
ラ
ナ
科
の
ほ
か
多
く
の

植
物
、
約
百
二
十
種
に
及
ぶ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
被
害
の
大
き
い
作
物
は
、

キ
ク
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
ト
マ
ト
、
セ
ル
リ
ー

で
す
。
な
お
、
イ
ネ
科
、
バ
ラ
科
に
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
工
は
薬
剤
抵
抗
性

が
高
度
に
発
逹
し
て
お
り
、
既
存
の
農

薬
で
は
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
効
果
の
あ
る
農
薬
と
し
て
は
、
カ

ル
ホ
ス
（
乳
、
粉
）
、
カ
ス
ケ
ー
ド
（
乳
）
、

パ
ダ
ソ
（
水
溶
）
、
オ
ル

ト
ラ

ソ
（
水
、

粒
）
等
が
比
較
的
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
薬
の
登
録

の
問
題
が
あ
り
、
全
て
の
作
物
に
は
使

え
ま
せ
ん
。

耕
種
的
防
除
と
し
て
は
、

①
苗
か
ら

の
持
ち
込
み
を
避
け
る
。
②
ほ
場
周
辺

の
除
草
を
徹
底
す
る
。

③
被
害
作
物
は

焼
却
す
る
と
か
ほ
場
周
辺
に
放
置
し
な

い
。
④
マ

ル
チ
の
全
面
被
覆
に
よ
り
蛹

の
土
中
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
。
⑤
被
害
が

軽
い
内
は
、
摘
葉
を
行

っ
て
捕
殺
す
る

等
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
普
及
セ
ソ
タ
ー
ま
た
は

農
協
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
普
及
セ
ソ
タ
ー
主
査
河
野
幸
生

早
期
栽
培
水
稲
の
管
理

一
病
害
虫
防
除

「
コ
シ

ヒ
カ

リ
」
、
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

は
、
い
も
ち
病
に
弱
い
た
め
、
過
繁
茂

田
や
常
発
地
で
は
キ
タ
ジ
ソ

p
粒
剤
を

-
0
a当
た
り
三

kg散
布
し
ま
す
。
ま

た
、
天
候
不
順
が
続
く
場
合
に
は
同
様

に
予
防
散
布
を
行
い
ま
す
。

二
倒
伏
軽
減
対
策

俄
伏
の
危
険
性
が
高
い
圃
場
で
は
、

出
穂
前
の
薬
剤
散
布
（
ス
マ
レ
ク

ト
、

ロ
ミ
カ
、
ビ
ビ
フ
ル
等
）
に
よ
り
、
劉

伏
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

使
用
に
つ
い
て
は
、
農
協
、
普
及
セ

ソ
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

三

穂

肥

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
は
出
穂
十
八
日
ー

十
四
日
前
（
幼
穂
長
が
十

l
十
五

mm
の

頃
）
に
ひ
め
有
機
プ
レ
ソ
ド
穂
肥
を

一

0
a
当
た
り
二

0
k
g、
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
で
は
出
穂
二

0
日
ー
十
八
日
前
（
幼

穂
長
が
五

i
+
m
m
の
頃
）
に

一
O
a
当

た
り
三
〇
槌
を
目
安
に
散
布
し
ま
す
。

圃
場
条
件
や
生
育
に
応
じ
て
加
減
し
て

く
だ
さ
い
。

普
通
期
水
稲
の
管
理

＿
中
干
し

一
株
本
数
が
十
八
本
程
度
に
な
れ
ば

行
い
ま
す
。
小
さ
な
亀
裂
が
生
じ
、
軽

く
足
跡
が
付
く
程
度
と
し
ま
す
。
期
間

は
五
！
七
日
ぐ
ら
い
と
し
ま
す
。

中
干
し
直
後
は
走
り
水
を
行
い
、
溜

め
っ
ば
な
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
中
千
し
後
に
堪
水
状
態
を
続
け
る

と
根
ぐ
さ
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
、
間

断
濯
水
と
し
ま
す
。

二

除

草

対

策

田
植
え
後
の
除
草
剤
の
効
果
が
劣
っ

た
と
こ
ろ
で
は
ニ
・
四

I
D
剤
や
グ
ラ

ス
ジ
ソ

D
剤
を
散
布
し
ま
す
。
散
布
は

出
穂
三
十
日
前
ま
で
と
し
ま
す
。
散
布

が
遅
れ
る
と
穂
に
悪
影
響
が
出
ま
す
。

大
洲
普
及
セ
ソ
タ
ー
技
師
弓
達
隆

夏
期
に
向
け
て
の
飼
養
管
理

四
国
地
方
三
ヵ
月
予
報
に
よ
る
と
、

六
l
八
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
み
、

降
水
量
は
低
気
圧
や
前
線
の
影
響
で
、

く
も
り
や
雨
の

日
が
多
い
た
め
、
梅
雨

時
期
の
家
畜
の
飼
養
管
理
・
環
境
及
び

飼
料
作
の
対
策
に
つ
い
て
も
う

一
度
周

知
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
今
後
夏
期
に
入
る
た
め
次
の
防

暑
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
飼
養
管
理
対

策
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
飼
養
管
理

ア
給
水
器
、
給
餌
器
の
清
掃
に
努
め
、

新
鮮
な
水
と
飼
料
を
給
与
す
る
。

イ
畜
舎
内
の
糞
尿
を
こ
ま
め
な
搬
出

を
行
い
、
ア
ソ
モ

ニ
ア
ガ
ス
の
発
生

ゆ

ず

〇
隔
年
結
果
の
防
止

隔
年
結
果
を
し
て
い
る
樹
は
表
年
に

は
花
ば
か
り
で
春
梢
が
少
な
い
。
若
木

お
よ
び
連
年
結
果
し
て
い
る
樹
は
、
春

梢
の
発
芽
が
お
う
盛
で
花
が
少
な
く
見

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ

ー

技

師

高

野

政

明

表l 家畜別の適温環境（単位 ℃) 

家畜別 適温現境
生産環境

限界（高温）

乳用牛 0 ~20 27 

肉用牛 10 ~15 30 

豚 5 ~20 25 

採卵鶏 13 ~28 30~32 

プロイラー 15~25 30 

防
止
と
多
湿
防
止
に
努
め
る
。

ウ
ビ
ク
ミ
ソ

A
.
D
.
E
剤
を
適
切

に
投
与
し
健
康
を
保
持
す
る
。

工
家
畜
は
体
温
の
放
出
が
大
き
い
た

め
、
密
飼
い
を
避
け
る
。

②
畜
舎
の
環
境
（
温
度
等
）
管
理

ア
畜
舎
の
窓
口
開
放
や
大
型
換
気
扇

ま
た
は
ダ
ク
ト
送
風
に
よ
り
換
気
を

行
い
、
気
温
上
昇
の
防
止
に
努
め
る
。

イ
屋
根
へ
の
散
水
等
を
行
い
輻
射
熱

の
遮
断
に
努
め
る
。

ゥ
寒
冷
紗
や
ヨ

シ
ズ
等
で
西
日
を
防

止
す
る
。

工
畜
舎
内
湿
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、

消
毒
は
細
霧
噴
霧
を
行
う
。

尚
、
畜
舎
別
適
温
環
境
及
び
生

活
現
境
限
界
（
高
温
）
に
つ
い
て
は
表

の
と
お
り
で
す
。

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
毎
年
つ

く
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
土
づ
く
り

・
肥
培
管
理
と

摘
果
が
大
切
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

六
月
下
旬
以
降
に
な
る
と
生
理
落
果

量
は
少
な
く
な
る
の
で
、
新
梢
が
多
く

翌
年
の
結
果
が
期
待
で
き
る
樹
、
若
木

な
ど
は
、
傷
果
、
奇
形
果
、

房
成
り
果

な
ど
の
あ
ら
摘
果
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

隔
年
結
果
の
は
げ
し
い
樹
は
表
年
に
枝

別
部
分
摘
果
を
こ
の
時
期
に
行
い
ま
す
。

摘
果
程
度
は
樹
勢
に
合
わ
せ
菓
果
比

五
0
ー
ヒ

0
枚
に
し
ま
す
。

〇
病
害
虫
防
除

黒
点
病
の
防
除
は
、
第

一
回
目
防
除

後
二
五

0
mm
の
降
雨
後
ま
た
は
、
三
〇

日
経
過
後
に
散
布
を
行
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
ミ
カ
ソ
ハ
ダ

ニ
の
防
除
も

行
い
ま
し

ょ
う
。

ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除
は
、

開
花
後
二
五

i
三
五
日
と
し
ま
す
。

（
六
月
下
旬
頃
）

薬
剤
は
、

•
黒
点
病

ジ
マ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
（
水
）

六

0
0倍

・
ミ
カ
ソ
ハ
ダ

ニ

オ
サ
ダ
ソ
（
水
）
二

0
0
0倍

•
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ

ア
プ
ロ
ー
ド
（
水
）

i
O
O
0倍

〇
夏
肥
の
施
用

夏
肥
は
生
理
落
果
終
了
後
行
い
ま
す
。

施
肥
量
は
樹
勢
を
見
な
が
ら
き
め
ま

す
が
、
窒
素

・
リ

ソ
酸

・
カ
リ
で

六
・

四
・
五

kg
/
i
0
a（
三
t
／

-
0
a

目
標
）
を
目
安
に
施
用
し
ま
す
。

大
洲
普
及
セ
ソ
タ
ー
技
師尾
形

雅
子
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五
月
十
四
日
川
上
商
工
会
に
お
い
て
、

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部
商
工
労
政

課
大
森
課
長
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、
第
三
十
四
回
川
上
商
工
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
金
元
事
務

局
長
が
開
会
を
宣
し
た

後
、
久
保
田
会
長
が
挨

拶
に
た
ち
「
県
内
の
経

済
情
勢
は
、
景
気
回
復

の
兆
し
が
見
え
は
じ
め

て
き
た
が
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

当
地
域
に
お
い
て
も
過

疎
化
、
高
齢
化
が
進
み
、

商
工
業
を
取
り
巻
く
経

済
環
境
は
厳
し
く
景
気

低
迷
が
続
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
地
域

発
展
及
び
中
小
企
業
の

振
興
、
活
性
化
を
図
る

た
め
諸
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
ま
た
、
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴
う

付
替
道
路
の
問
題
と
併

せ
て
、
商
店
街
の
活
性
化
対
策
も
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
今
年
度
に
お
い
て
も

引
き
続
き
組
織
を
強
化
し
地
域
振
興
に

努
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
方
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
岩
田
良

一
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
七
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承

認
の
件
、
定
款
の

一
部
改
正
に

つ
い
て
、
平
成
八
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

決
定
の
件
等
を
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

さ
れ
た
。

同
時
に
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
改
選
を
行
い
、
会
長
に
久

保
田
仁
之
氏
が
七
期
選
任
さ
れ
、

盛
会
裏
に
総
会
を
終
え
た
。

（
新
役
員
紹
介
次
ペ
ー
ジ
）

平
成
八
年
度
の
主
な
事
業
は

次
の
と
お
り

一
、
相
談
、
指
導
の
強
化

二
、
講
習
会
等
の
開
催
及
び
相

談
窓
口
の
設
置

組
織
を
強
化
し
商
店
街
の
活
性
化
と

地
域
振
興
に
積
極
的
に
対
応

---- •— -

虐エー：
• ←-一 -コ泣込-— •

か一→
• -. - -...-

。

総会で挨拶を述べる久保田会長

臨
nTI 

事

理副会
会
事長長

和
気
俊
次

冨
永
盛

一

笹
木
熊
子

岩
田
清
茂

沖
永
賀
寿
男

曽
根
正
志

土
井
豊
城

村
田
勝
好

三
瀬
次
男

監

事

三
井
久
美
子

山
内
鈴
恵

川
上
美
頭
子

三
瀬
敏
子

中
津
寿
子

冨
永
智
恵
子

北
川
照
子

松
本
幸
子

富
永
昭
子

臣
皿

事

支
部
長

副
支
部
長

理

事

三
井

修

梅

木

正

富
永
美
千
也

宮
本
龍
二

郎

園
南
寺
ひ
ろ
し

和

気

邦

嗣

水

池

重

徳

部

長

副
部
長

常
任
委
員

監

事

=-
、
経
営
及
び
技
術
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集
並
び
に
提
供

四
、
商
工
業
に
関
す
る
調
査
研
究

五
、
展
示
会
、
共
進
会
等
の
開
催
及
び

開
催
の
斡
旋

六
、
青
年
部
、
婦
人
部
に
関
す
る
指
導

育
成

七
、
商
業
部
等
の
部
会
及
び
関
係
団
体

に
関
す
る
指
導
育
成

八
、
記
帳
機
械
化
の
推
進

九
、
小
規
模
企
業
共
済
、
倒
産
防
止
共

済
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
の
普
及
推

進
+
、
事
業
機
会
を
創
出
す
る
た
め
の
特

産
開
発
、
観
光
開
発
及
び
販
路
開
拓

事
業

十

一
、
県
、
町
村
、
県
連
と
の
連
携
強

ヒィ

理 副 部
部
事長長

佐
藤
美
江
子

鉾
岩
久
世

和

気

広

子

冨

永

光

恵

岩
田
百
合
子

大
西
喜
久
美

監

事

宮
岡
茂
雄

部

長
副
部
長

常
任
委
員

大
野
立
志

沖
永
賀
寿
男

山
内
光
郎

三
瀬
良
治

中
津
博
文

岩
田
良

一

山
下
雅
英

亀
田
博
隆

監

事

理副会
会
事長長

福岩大岩北上
田田西田川甲
良徳清照芳
保 一 生茂正幸

土梅 和河
井木気野
豊俊刻
城正次夷

部
会
改
選
役
員
名
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五
月
十
四
日
の
川
上
商
工
会
第
三
十

四
回
通
常
総
会
で
、
副
会
長

二
人
制
な

ど
次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

川
上
商
工
会
長
七
期
目
を
迎
え
、
さ

ら
に
県
連
副
会
長
と
し
て
活
躍
中
。
社

名
を
「
ひ
じ
建
」
と
改
め
、
ロ
ゴ
も
一
新
。

新
事
業
の
展
開
計
画
が
い
つ
も
頭
の
中

に
あ
る
。
い
よ
い
よ
円
熟
期
。

一
三
（
植
松
）

新
食
糧
法
の
も
と
コ
メ
の
業
界
も
厳

し
く
な

っ
た
。
う
ま
い
銘
柄
の
選
定
と

つ
き
た
て
の
味
が
売
り
。
副
会
長
二
名

制
と
な
り
、
河
辺
側
の
舵
取
り
役
に
期

待
が
か
か
る
。

副

会

長

本

門

本
門
精
米
所

会

長

久

保

田

仁

之

（

上

鹿

野

川

（
株
）
ひ
じ
建
・
社
長

理

事

岩

田

清

茂

（
下
鹿
野
川

お
食
事
処
い
わ
た

理

事

上

岡

茂

（
共
栄

ダ
イ
ド
ー
化
成
（
有
）
・
社
長

温
厚
．
誠
実
な
人
柄
の
河
辺
村
議
会

議
長
さ
ん
。
肱
川
町
と

一
緒
に
建
設
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
の

地
元
議
長
と
し
て
意
見
の
集
約
に
あ
た

る
。
加
工
組
合
も
軌
道
に
乗
っ
た
。

理

事

和

気

邦

嗣

（
下
鹿
野
川

（
有
）
ニ
ュ
ー
わ
こ
う
・
社
長

理

事

田

中

五
月
（
百
合
谷
）

田
中
商
店
、
山
王
農
産
加
工
組
合

肱
川
で
ロ
コ
ミ
情
報
が
最
も
集
ま
る

散
髪
屋
さ
ん
、
地
域
の
声
を
反
映
し
て

商
工
業
の
あ
り
方
を
見
き
わ
め
る
最
適

任
者
。
後
継
者
に
も
固
定
客
が
つ
い
て

い
て
、
一
緒
に
鋏
を
握
っ
て
い
る
。

い
わ
た
グ
ル
ー
。フ
総
帥
の
顔
と
町
議

会
議
長
の
顔
と
、
ど
ち
ら
も
貫
禄
充
分
。

鹿
野
川
地
区
付
替
道
路
の
町
案
を
議
会

と
し
て
承
認
、
こ
れ
か
ら
振
興
計
画
の

検
討
・
調
整
な
ど
い
よ
い
よ
忙
し
い
。

文
雄
（
用
の
山
）

ヘ
ル
シ

ー
な
蛋
白
源
と
し
て
川
魚
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
清
水
で
育

ま
れ
た
ア
メ
ノ
ウ
オ
は
天
下

一
品
。
深

い
緑
の
な
か
、
瀬
音
を
聞
き
な
が
ら
の

一
杯
は

こ
た
え
ら
れ
な
い
。

社
長
業
の
他
に
町
議
会
ダ
ム
対
策
特

別
委
員
長
と
し
て
厳
し
い
決
断
が
迫
ら

れ
る
。
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
ク
ラ
ブ
の
馬
た

ち
に
触
れ
な
が
ら
冷
静
に
対
処
。
ダ
ソ

デ
ィ
に
や
や
す
ご
み
が
増
し
て
き
た
。

理

事

冨

永

建

夫

（
月
野
尾

冨
永
建
設
（
有
）
・
社
長

青
年
部
長
は
そ
の
実
績
が
か
わ
れ
て

県
青
年
部
連
合
会
会
長
と
い
う
大
役
が

回
っ
て
き
た
。
ボ
ソ
リ
と
し
た
声
と
は

反
対
に
い
つ
も
し
っ
か
り
し
た
意
見
を

持
っ
て
い
て
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
充
分
。

大
き
な
声
が
時
に
は
誤
解
を
招
く
が
、

「
タ
テ
さ
ん
」
と
い
う
愛
称
が
今
で
も
似

合
う
好
人
物
。
飲
め
ば
益
々
声
が
大
き

く
な
り
、
そ
の
声
が
現
場
で
は
て
ぎ
ば

き
と
し
た
指
示
に
な
る
。

理

事

中

津

い
わ
な
荘

．
 

副

会

長

金

野

翌

（
下
鹿
野
川

理
容
カ
ネ
ノ

理

事

大

野

立

志

（
町

（
株
）
大
野
印
刷
・
社
長

冷
夏
は
牛
乳
の
需
要
に
悪
影
響
を
与

え
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
日
本
人
の

栄
養
に
と
っ
て

一
番
心
配
な
と
こ
ろ
、

こ
れ
の
解
消
に
は
牛
乳
が
最
適
。
暑
い

夏
に
牛
乳
を
飲
も
う
。

理

事

岩

田

昭

（
影
地

（
有
）
大
谷
酪
農
・
社
長

浄
化
槽
の
工
場
が
時
代
の
要
請
に
叶
っ

た
。
広
大
な
土
地
に
製
品
が
並
ん
で
い

る
。
正
山
小
学
校
が
間
近
に
見
え
、
三

六

0
度
眺
望
の
利
く
と
こ
ろ
に
豪
邸
も

新
築
。
順
風
満
帆
。

弁
天
様
の
と
こ
ろ
に
鉄
骨
加
工
工
場

が
あ
る
。
溶
接
の
火
花
の
中
で
き
び
ぎ

び
働
い
て
い
て
、
あ
ま
り
遊
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
見
か
け
な
い
。
し

っ
か
り
し

た
屋
台
骨
を
受
け
継
い
で
い
る
。

理

事

宮

本

賢

次

（
上
鹿
野
川

宮
本
建
築
（
有
）
・
専
務
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理

事

松

田

福
市
（郷

（有）

C
B
C
予
子
林

店
構
え
も
立
派
だ
が
、
外
商
の
お
得

意
様
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
。
営

業
マ
ソ
と
し
て
の
天
性
の
素
養
が
感
じ

ら
れ
る
。
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ソ
プ
会
会

長
。
今
が
働
き
盛
り
、
使
わ
れ
盛
り
。

ち
ょ
っ
と
早
口
の
し
ゃ
べ
り
に
何
と

も
い
え
な
い
味
が
あ
る
。
商
店
街
の
核

と
な
る
主
婦
の
店
を
切
り
回
し
、

P

T

A
連
合
会
長
な
ど
も
こ
な
し
て
き
た
。

忙
し
さ

に
足
も
口
も
速
く
な
る
。

理

事

二

宮

秀

一

（
下
鹿
野
川

（
有
）
鹿
野
川
主
婦
の
店

理

事

和

気

京
屋
呉
服
店

俊
次
（
下
鹿
野
川

理

事

三
井
久
美
子
（
小
藪

（有
）
小
藪
温
泉
•
お
か
み

自
動
車
修
理
と
石
油
店
を
同
時
経
営
、

効
率
よ
く
営
業
成
績
を
あ
げ
る
。
消
費

税
五
パ
ー
セ
ソ
ト
時
代
に
な
る
が
、
ガ

ソ
リ
ソ
税
と
の

二
重
徴
集
に
業
界

一
丸

と
な
り
減
税
運
動
を
展
開
中
。

理

事

古

野

青

弘

（
植
松

河
辺
自
動
車
（
有
）
・
社
長

社
名
を
聞
い
た
だ
け
で
は
業
種
が
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
ふ
す
ま
・
し
ょ

う
じ
な
ど
建
具
を
造
る
と
聞
い
て
勝
手

に
納
得
。
光
を
柔
ら
か
く
制
御
す
る
日

本
の
建
具
が

一
番
信
頼
で
き
る
。

理

事

宮
岡

（
株
）
光
信
・
社
長

肱
川
町
職
員
、
川
上
商
工
会
事
務
局

長
か
ら
ト
マ
ト
生
産
工
場
と
も
い
え
る

施
設
に
転
身
。
総
務
・
経
理
に
経
験
を

生
か
す
。
創
業
期
の
苦
楽
を
社
長
と
と

も
に
体
感
し
て
い
る
。

昇
（
上
大
成
）

監

事

大

野

盛

喜

（
植
松

河
辺
建
設
（
株
）
・
常
務

監

事

山

内

壮

亮
（
下
鹿
野
川

養
老
酒
造
（
株
）
・
社
長

旅
館
の
看
板
は
お
か
み
。
こ
の
お
か

み
さ
ん
の
モ
ソ
ペ
ル

ッ
ク
が
現
代
的
で

す
ば
ら
し
く
よ
く
似
合
う
。
盆
・
年
末

年
始
は
キ
ャ
ソ
セ
ル
待
ち
の
お
客
さ
ん

が
多
い
。
婦
人
部
長
も
適
任
。

発
足
以
来
の
法
人
部
長
。
内
孫

二
人

に
少
々
ペ
ー
ス
が
狂
っ
て
外
で
飲
む
方

は
だ
い
ぶ
ん
お
と
な
し
く
な

っ
た
？
と

か
。
後
継
者
も
青
年
部
の
幹
部
。
老
舗

を
守
っ
て
き
た
風
格
が
漂
う
。

地
元
大
手
建
設
業
と
い
う
大
き
な
所

帯
の
後
継
者
。
青
年
部
員
の
若
手
で
も

あ
る
。
商
工
会
を
あ
ら
ゆ
る
立
場
か
ら

見
て
社
長
業
に
生
か
し
て
欲
し
い
、
近

未
来
の
大
器
。

‘'、
一
ヽ

川

上

富

士

雄

さ

ん

（
川
上
石
油
店
）

お
客
様
の
た
め
に
ガ
ン
バ
ル

年
中
無
休
の
石
油
や
さ
ん

営
業
時
間
は
、
朝
六
時
三
十
分
か
ら

夜
は
八
時

三
十
分
ま
で
で
、
配
達
が
あ

る
時
は
十

一
時
に
な
る
事
も
あ
る
ら
し

い
。
休
み
は
正
月

二
日
間
だ
け
。

こ
の

営
業
時
間
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
『
お

客
様
の
要
望
に
応
え
る
事
』
を
モ

ッ
ト
ー

に
し
て
毎
日
営
業
さ
れ
て
い
る
。
消
費

者
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
事
だ
が
、

な
か
な
か
出
来
る
事
で
は
な
い
。

お
店
に
は
、

川
上
さ
ん
を
慕
っ
て
多

く
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
情
報
交
換

の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
「
い
ろ
ん
な

人
と
接
す
る
事
が
出
来
て
、
そ
れ
も
喜

び
の
一
っ
で
す
」と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
店
の
雰
囲
気
、
ご
主
人
の
人
柄
が

良
く
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
っ
て
来
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
姿
勢
も
商
売

人
と
し
て
欠
か
す
事
の
出
来
な
い
条
件

の

―
つ
だ
と
感
心
す

る。

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
下
鹿
野

川
セ
リ
ー
グ
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
。
頭
を
使
っ
た
ピ
ッ
チ
ソ
グ
、

す
き
の
な
い
走
塁
と
ど
れ
を
取

っ
て
も

ま
だ
ま
だ
若
さ
を
惑
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
先
十
年
、

二
十
年
と
続
け
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

趣
味
の
方
も
多
彩
で
あ
る
が
、
現
在

で
は
古
美
術
品
の
収
集
と
ク
ラ
シ

ッ
ク

バ
イ
ク
に
凝
っ
て
い
て
、
特
に

バ
イ
ク

は
自
分
で
修
理
、
調
整
し
て
、
走

っ
て

い
る
時
に

一
番
喜
び
を
感
じ
る
と
笑
顔

が
こ
ぽ
れ
た
。

現
在
、
奥
さ
ん
と

二
人
で
の
営
業
の

た
め
な
か
な
か
休
み
が
取
れ
な
く
て
、

そ
の
た
め
「
旅
行
に
も
行
け
な
い
の
が

ち
ょ
っ
と
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と

の
事
で
あ
る
。

最
後
に
、
将
来
に
つ
い
て
聞
い
て
み

る
と
「
店
を
早
く
息
子
に
譲
っ
て

、
自

分
の
時
間
を
つ
く
る
こ
と
と
、
海
外
旅

行
に
も
行
っ
て
み
た
い
ん
で
す
よ
」
と

笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
お
若
い
川
上
さ
ん
夫

婦
、
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

る
お
店
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い

つ
つ
取
材
を
終
え

た
。
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肱

川

町

硯

菅

野

松

雄

里
の
う
つ
り
変
わ
り

やにゆし自で河七河 た漕わあ常五そて及込へ 誌ー大横そるの所
四
の

る自つた然伊口五口肱゜店りる時卜のいびま 産集は般谷林の通取が藩
間

と然たがの予まのの川 が‘°二、ノ八た消れ-物め語農の‘川行締あ政
川のり‘猛灘で支長は 店そ時 0 積 0 0 費‘のはらる産年惣港のりつの
舟恵と水威にの流浜‘ 開のは隻の 0 硯地所川‘れ゜物貢川が手ゃた頃
がみ館量を注直をま宇 ぎ港明い川貫のに要舟長た のの‘硯形ヽ 0 、
行を
し
打もふ文線集で和 しに治た舟約港運目にさそ 集取野にを物藩隣

き与 豊る 距めの町 、はにとが 二にば的積八れ 散纏村あ必
交え象富つ門離‘ — 正 益回変も‘

‘資境藩
・はれ地み m ら 地所‘っ要のをと

い続らでて わし 0 信 々 でで城たと流出の〗、：口〗!~iln第99回 il;i゚`［
、 .l-t古

古た 、す人関

昔水代 重変がしのや子で ..__ , ~ 舟 を大つのなるこ
ととへしねわ希てで川供‘ もしつきな生景人ろ
はいのかつり薄ああ遊達平
随う反しつとにつるびの家

g乞tし一筏かななぐ活観々で
流しい役交のをの筏

分概省な今共なた°を楽伝 し陸で割通場なこが
ぉ念かが日につ人そもし来無明く いししで五三昭の上きを路としだ組
もがららにょてとし一いを形文大そると‘筏人日和風交た果としてまま
むひ、、し‘りい川て呑伝秘を化怪の゜なそをと‘二景通°たして

し、
、t::.がれ

きう肱最ナこ利つと寄み統め問の物後 つれ組長私十もの して ℃響‘
が力ら川近き便たのりに行たゎ創がダ たがみ浜ら三姿発 ‘歴ま古き川
変りもに'-的゜親添し事歴
つと 史

な造現ム と最‘の近年を達 自史た<‘と
わ 新な な時密うての い物れと 記後筏丸所八消と 然や山かに共
っ；たっと変のなよし流の大はる名 憶の流ーの月し共 と文とらぎに
た 里なてな化移関うまし 食有°の し筏し木四 二たに 人化海人や生

も
と合親近召をり係にう雛、漠形文つ て流を材‘+ °川 とにを々かき

、.,̀
(72
歳）

は
い
え
川
の
姿
を
じ
っ
と
み
つ
め
て
い

る
と
、
こ
ま
や
か
で
微
妙
な
川
の
魅
力

を
随
所
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
流
域

で
は
人
々
の
営
み
の
歴
史
の
中
で
し
っ

か
り
と
根
付
い
た
も
の
が
垣
間
見
れ
、

肱
川
の
恵
み
の
も
と
、
新
旧
同
居
し
な

が
ら
も
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た
暮
ら

し
ぶ
り
が
よ
み
と
れ
る
。

肱
川
は
、
時
代
の
変
化
の
中
で
変
わ

ら
ぬ
魅
力
と
新
た
な
魅
力
を
織
り
成
し

て
、
独
特
の
風
土
を
形
成
し
て
い
る
。

人
々
は
こ
の
肱
川
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で

季
節
を
感
じ
、
自
然
や
先
人
の
智
恵
を

学
ん
だ
り
イ
ベ
ソ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

肱
川
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
つ
つ
あ

る
。
例
え
ば
、
鵜
飼
い
、
筏
流
し
な
ど

川
遊
び
の
伝
統
を
今
に
伝
え
、
花
火
や

い
も
た
き
な
ど
の
行
事
を
加
え
て
、
歳

事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
き
た
。

更
に
、
流
し
雛
な
ど
子
供
達
の
行
事
も

復
活
が
み
ら
れ
、
ダ
ム
湖
の
ボ
ー
ト
競

技
、
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大
会
、
湖
水
ま

つ
り
、
カ
ヌ
ー
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
実

践
活
動
な
ど
、
肱
川
な
ら
で
は
の
特
異

性
の
あ
る
行
事
が
考
え
ら
れ
て
き
て
い

る
。自

然
に
恵
ま
れ
た
肱
川
に
は
、
数
多

く
の
魚
や
野
鳥
が
生
息
し
、
四
季
を
通

し
て
そ
の
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
地
域
住
民
は
流
域
の
将
来

の
動
向
を
踏
ま
え
た
長
期
的
な
視
野
に

た
ち
、
治
水
、
治
山
、
利
水
機
能
を
確

保
し
な
が
ら
河
川
環
境
に
留
意
し
、
肱

川
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
み
た
い

。

先
日
、
誘
い
を
受
け
て
越

智
郡
大
三
島
町
と
吉
海
町
へ

家
族
で
出
掛
け
た
。
当
地
を

訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

県
内
と
言
え
ど
も
フ
ェ
リ
ー

を
使
い
、
そ
し
て
旅
館
に
泊

ま
り
、
い
さ
さ
か
小
旅
行
の

惑
を
あ
じ
わ
え
た
。

大
三
島
町
と
言
え
ば
、
皆
さ
ん
ご
存

じ
の
大
山
祇
神
社
、
そ
し
て
境
内
の
隣

り
に
は
紫
陽
殿
が
あ
り
、
国
宝
の
鎧
や

兜
な
ど
が
展
示
し
て
あ
る
。
ま
た
海
の

様
子
を
伝
え
る
海
事
博
物
館
も
併
設
さ

れ
て
い
る
。
旅
館
で
は
、
瀬
戸
内
の
島
、

大
三
島
ら
し
く
盛
り
だ
く
さ
ん
の
海
の

幸
を
賞
味
さ
せ
て
い
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

「
ま

た
来
よ
う
」
と
思
わ
せ
る
接
客
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
夏
場
は
、
海
と
保
養
を
求

め
る
客
で
、
旅
館
民
宿
ど
こ
も

一
杯
だ

そ
う
だ
。
漁
業
の
町
か
と
思
え
ば
さ
に

あ
ら
ず
、
ミ
カ
ソ
等
が
基
幹
作
物
の
農

業
の
町
だ
そ
う
だ
。
私
は
、
大
三
島
町

は
歴
史
的
文
化
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、

自
然
環
境
と
共
存
し
て
い
る
観
光
の
町

と
の
印
象
も
受
け
た
。

吉
海
町
は
当
日
バ
ラ
ま
つ
り
で
あ
っ

た
。
四
国
、
中
国
地
方
か
ら
大
勢
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
た
。
中
四
国

一
の
バ

ラ
公
園
は
、
バ
ラ
の
花
が
咲
き
誇
り
、

そ
の
周
囲
を
露
店
が
取
り
囲
ん
で
い
た
。

露
店
は
町
内
各
種
団
体
が
知
恵
を
絞
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
店
が
全

体
の
半
数
近
く
。
ふ
と
肱
川
を
思
う
と
、

何
処
も
同
じ
だ
な
と
思
っ
て
し
ま
う
。

前
商
工
会
青
年
部
部
長
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
バ
ラ
祭
り
の
話
を
伺
っ
た
。
彼
の
意

五亙秋冬
．`
 

見
は
、

「
こ
れ
だ
け
大
勢
の
人
々
が
吉

海
町
を
訪
れ
て
く
れ
る
。
バ
ラ
で
町
が

有
名
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
つ

り
に
は
、
な
に
も
イ
ソ
パ
ク
ト
が
な
い
。

人
が
多
い
だ
け
。
バ

ラ
を
見
る
な
ら
ま

つ
り
じ
ゃ
な
い
日
が
イ
イ
。
バ
ラ
に
託

け
た
お
祭
り
騒
ぎ
。
」
と
言
い
切
る
。

一
過
性
の
イ
ベ
ソ
ト
で
の
町
お
こ
し
の

難
し
さ
、
そ
し
て
イ
ベ
ソ
ト
を
行
な
う

時
の
目
的
の
重
要
性
を
惑
じ
た
。
そ
し

て
そ
れ
と
共
に
、
観
光
で
地
元
経
済
が

ど
う
す
れ
ば
潤
う
の
か
を
考
え
た
、
地

に
着
い
た
人
寄
せ
観
光
を
し
な
け
れ
ば
、

ま
つ
り
の
後
の
寂
し
さ
と
疲
労
惑
が
身

に
浸
み
る
で
あ
ろ
う
と
つ
く
づ
く
感
じ

こ
。
f
 越
智
郡

三
島
は
今
ま
さ
に
中
国
・
四

国
と
陸
続
き
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

来
島
海
峡
を
結
ば
ん
と
す
る
橋
脚
が
そ

び
え
立
っ
て
い
る
。
尾
道
・
今
治
ル
ー

ト
が
完
成
す
れ
ば
、
長
年
の
島
民
の
夢

が
叶
う
。
し
か
し
反
面
、
単
な
る
通
過

点
に
な
り
は
し
な
い
か
、
日
帰
り
観
光

に
な
り
は
し
な
い
か
等
々
、
不
安
も
あ

る
。
し
か
し
中
問
地
点
の
活
気
を
見
る

と
、
島
と
海
そ
し
て
そ
こ
に
架
か
る
橋

の
景
観
は
、
十
分
プ
ラ
ス
に
働
く
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
よ
る
付
替
県
道

が
決
定
さ
れ
、
ダ
ム
事
業
も
動
き
だ
す
。

肱
川
の
自
然
と
巨
大
な
構
築
物
と
の
共

存
を
い
か
に
。
フ
ラ
ス
に
結
び
付
け
る
か
。

地
域
住
民
に
も
、
ま
た
肱
川
の
観
光
、

そ
し
て
そ
れ
に
派
生
す
る
商
業
の
浮
沈

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
に
違
い
な
い
。
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五
月
十

二
日
（
日
）
、
町
民
グ
ラ
ウ

ソ
ド
に
お
い
て
四
年
生
以
上
の
町
内

小
学
生
を
対
象
と
し
た
キ
ッ
ク
ベ

ー

ス
ボ
ー
ル
大
会
を
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
一
年
生

か
ら
三
年
生
を
対
象
と
し
た
ニ
ュ
ー

ス
ボ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
は
七
十
二

名
、
ニ
ュ

ー
ス
ボ
ー
ツ
の
シ
ャ
フ
ル

ボ
ー
ド
に
は

三
十
六
名
の
計
百
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
は
昨
年
か
ら
と
り
入
れ
て
い
ま
し

た
が
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
は
今

年
よ
り
と
り
入
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
分
館

チ
ー
ム
対
抗
で
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
で
き
な
い
分
館
が
昨
年

よ
り
で
き
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

協
議
の
結
果
、
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー

ル
を
採
用
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
分

館
対
抗
で
な
く
、
希
望
者
を
九
名

一

組
の
八
チ
ー
ム
に
分
け
て
の
チ
ー
ム

対
抗
戦
と
し
ま
し
た
。
ル

ー
ル
も
当

日
説
明
し
、
チ

ー
ム
も
当
日
分
け
ま

し
た
の
で
誰
が
チ
ー
ム
に
加
わ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
員
の
協
調

が
な
く
て
は
試
合
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
町
内
各
小

学
校
児
童
の
交
流
が
図
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
分
館
対

抗
で
な
く
な
っ
た
の
で
、
運

営
上
ど
う
し
た
ら
い
い
か
等

の
問
題
等
も
で
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
は
大
変
喜
ん

で
。
フ
レ

ー
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
シ
ャ
フ
ル
ボ

ー
ド

は
昨
年
も
実
施
し
た
の
で
、

要
領
を
得
て
い
る
児
童
も
あ

り
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し

こ。t
 当日
は
暑
く
お
世
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
役
員
の
み
な
さ

ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

チームワークが大切 キックベースボール大会 得点をねらって シャッフルボード

000第4回グランドコルフ大会結果000
団体入賞チーム 個人入賞者

チーム名 前半 後半 計

大谷 A 143 145 288 
I」, 藪c 148 147 295 
正 山A 155 151 306 

大 谷 C 148 159 307 

大 谷 B 156 154 310 

I」¥ 藪 B 157 153 310 

中 央A 166 145 311 

予子林A 163 152 315 
I」¥ 藪A 151 143 316 

予子林 B 153 165 318 

正 山B 160 161 321 

予子林c 173 157 330 
中 央c 179 165 344 
岩 谷 B 170 180 350 
右し」一‘ 谷A 196 167 363 

1

2

3

4

4

6

6

6

9

9

9

1

2

1

2

 

位順 氏 名

沖永重信

矢野 悟

岡喜重郎

藤井重徳

山下 博

浜田 登

兵頭茂秋

中岡千代子

沖荒次郎

片山ユク子

沖野 緑

片山ウメ子

谷田重信

ホールインワン

43 

43 

44 

45 

45 

45 

45 

45 

46 

46 

46 

46 

46 

17人

六
月
五
日
（
水
）
、

町
民
グ
ラ
ウ
ソ

ド
に
お
い
て
、
郡
ス
ポ
レ
ク
大
会
の

予
選
会
を
兼
ね
た
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
高
砂
の
町
民
グ
ラ
ウ
ソ
ド

に
お
い
て
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
と
公

民
館
の
共
催
で
約
百
名
が
参
加
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
で
し
た
ら
六
月
四
日
に
計
画

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で

の
良
い
天
気
が
四
日
は
朝
か
ら
生
憎

の
雨
、

一
日
延
期
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
四
日
に
降
っ
た
雨
で
、

五
日
の
朝
の
グ
ラ
ウ
ソ
ド
状
態
は
決

し
て
良

い
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
、
開
会
時
刻
よ
り
も
早
く
会

場
に
集
合
さ
れ
て
、
ボ
ー
ル
の
転
が

る
感
触
を
撰
ん
で
い
ま
し
た。

開
会
式
の
後
、
熱
い
戦
い
が
く
り

広
げ
ら
れ
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

九
月
の
郡
大
会
目
指
し
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

ド
ゴ
伽
笠
ツ
大
会
開
催
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女子優勝正山Aチームのみなさん 男子優勝予子林Aチームのみなさん

正
山
分
館
の
方
は
練
習
に
も
熱
が
入
っ

i

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
~

成
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
女
子
は
~

正
山
分
館
が

二
年
連
続
で
優
勝
と
い
~

う
成
績
で
し
た
。
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今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
レ
ク
・

ニ`

バ
レ
ー
大
会
は
昨
年
よ
り
も
参
加
チ
ー

，

ム
が
増
え
、
六
チ
ー
ム
に
よ
り
争
わ
．
，

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． i
 

れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ

ブ
（
中
央
分
館
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

i

こ
の
大
会
が
、
今
年
度
初
め
て
の
~

分
館
対
抗
競
技
と
な
り
、
各
分
館
チ
ー
~

ム
の
皆
さ
ん
も
練
習
を
十
分
さ
れ
た
・

こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
特
に
正
~

山
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
が
完
成
し
、
―

●
レ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
●

五
月

二
十
六
日
（
日
）
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
を
主
会
場
に
、

町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
男
子
十
四
チ
ー

ム
、
女
子
十
チ
ー
ム
、
男
子
は
三
リ
ー

グ
に
分
か
れ
、
予
子
林
・
大
谷
•
そ

し
て
新
築
さ
れ
た
正
山
小
学
校
屋
内

運
動
場
で
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
決

勝
リ
ー
グ
を
ト
レ
セ
ソ
で
行
い
ま
し

た
。
ま
た
女
子
は
、
ト
レ
セ
ソ
で

二

リ
ー
グ
に
分
か
れ
予
選
を
行
い
、
同

じ
く
順
位
決
定
戦
を
ト
レ
セ
ソ
で
行

い
ま
し
た
。

男
子
チ
ー
ム
は
、
昨
年
決
勝
戦
で

熱
戦
の
末
、
惜
し
く
も
涙
を
飲
ん
だ

予
子
林
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

一
方
女
子
チ
ー
ム
は
、
昨
年
に
引

ぎ
続
ぎ
正
山

A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

鬱
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
言

［―-ファインダー辺叫

病
院
や
銀
行
な
ど
の
受

付
は
、
順
番
な
ど
を
氏
名

で
呼
ぶ
。
し
か
し
、
ほ
と

ん
ど
返
事
が
な
い
。
い
な

い
の
か
と
思
っ
た
ら
、
い

き
な
り
窓
口
ヘ
行
く
。
特

に
若
者
に
そ
の
傾
向
が
あ

る
。
入
社
式
で
新
入
社
員

が
返
事
を
し
な
い
の
で
、

す
っ
か
り
し
ら
け
て
し
ま
っ
た
。
と

は
最
近
の
新
聞
の
記
事
で
あ
る
。
人

に
呼
ば
れ
た
ら
ま
ず
返
事
を
す
る
。

返
事
が
な
い
の
は
、
太
鼓
を
た
た
い

て
も
鳴
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
、
ま

こ
と
に
頼
り
が
な
い
。

返
事
の
衰
退
は
、
会
話
を
し
な
く

て
も
生
活
が
で
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ソ
ビ

二
で
は
黙
っ
て
い
て
も
買
物
が
で
ぎ

る
。
た
ば
こ
や
飲
み
も
の
は
自
動
販

売
機
で
す
む
。

返
事
を
し
な
い
の
は
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
同
じ
。
返
事
を
し
た
ら
、
待
っ

て
い
る
人
達
の
視
線
を
あ
び
、
バ
ッ

が
悪
い
思
い
を
す
る
。

ど
う
し
て
こ
う
も
返
事
が
悪
く
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
の
時
か
ら

「
返
事
を
す
る
」
指
導
を
受
け
て
い
な

い
か
ら
、
大
人
に
な
っ
て
も
で
き
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

ハ
イ
と
い
う
返
事
は
、
相
手
を
認

め
る
拝
の
心
。
相
手
に
対
す
る
配
慮

の
心
。
必
ず
や
り
ま
す
と
い
う
背
負

う
心
。返
事
の
よ
い
人
は
、
素
直
な
人
が

多
い
と
い
う
。
返
事
の
下
手
な
人
は
、

相
手
が
つ
く
っ
て
く
れ
る
人
間
関
係

を
拒
否
し
て
い
る
と
と
ら
れ
る
。
あ

い
さ
つ
以
上
に
返
事
は
大
切
で
あ
る
。

返
事
は
対
話
の
基
本
で
あ
り
、
最
低

の
礼
儀
と
い
え
よ
う

1d
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今
月
号
よ
り
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
、
文
化
・
体
育
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
肱
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
の
ス
ポ
レ
ク
郡
大
会
で
準
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

サ

ー

ク

ル

紹

介

（

肱

川

ハ

ド

ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ

）

0
問
い
合
わ
せ

0

肱
川
町

役

場

新

実

雄

（
三
四
ー

ニ
三
―
-
）

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
び
喜
多
郡
フ
レ
ッ
シ
ュ
杯
バ
ド
ミ
ソ

肱
川
バ
ド
ミ
ソ
ト
ソ
ク
ラ
ブ
事
務
局
ト
ソ
協
会
主
催
の
大
会
が
あ
り
、
優

担
当
の
新
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
秀
な
成
績
を
修
め
て
お
り
ま
す
。
中

し

ま

す

。

に

は

私

の

よ

う

に

万

年

C
ク
ラ
ス
で

こ
の
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
し
ま
す
。
伸
び
悩
ん
で
い
る
も
の
も
い
ま
す
が
。

金
野
翌
会
長
を
筆
頭
に
男
性
十
二
名
、
練
習
や
試
合
ば
か
り
じ
ゃ
あ
り
ま

女
性
六
名
合
わ
せ
て
十
八
名
。
毎
週
せ
ん
よ
。
花
見
や
ボ
ー
リ
ソ
グ
、
各

月
曜
日
と
木
曜
日
、
午
後
八
時
か
ら
種
宴
の
会
は
数
多
く
。
今
年
は
旅
行

午
後
十
時
ま
で
、
高
砂
の
ト
レ
ー
ニ
も
計
画
中
で
す
。

｀
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
で
練
習
を
や
っ
て
い
只
今
、
メ
ソ
バ
ー
募
集
中
で
す
。

ま

す

。

会

費

は

八

百

円

。

老

若

男

女

を

問

わ

ず

、

初

心
者
大
歓

活
動
内
容
は
、
主
に
大
会
参
加
。
迎
。
君
も

一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま

南
予
バ
ド
ミ
ソ

ト
ソ
協
会
主
催
お
よ
せ
ん
か
。

念
念
怠
念
念
怠
怠
怠
念
怠
怠
怠
怠
念
怠
念
念
念
怠
念
念
怠
怠
怠
怠
念
怠
念
怠
怠
怠
念
怠
◇
怠
怠
念
怠
怠
怠
怠
怠
怠
怠
怠
怠
念
怠

五
月
八
日
（
水
）
よ
り
、
英
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
た
だ
単
に
座
っ

語
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。
て
英
語
を
学
ぶ
よ
り
、
劇
を
通
し
て

こ
の
教
室
は
、
英
語
力
の
向
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

一

上
と
国
際
感
覚
を
養
う
目
的
層
、
そ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
を
理
解

で
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育
で
き
、
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

指
導
員
の
指
導
に
よ
る
教
室
い
う
経
験
に
基
づ
く
も
の
か
ら
で
す
。

で
す
。
十
六
名
の
参
加
が
あ
最
初
は
、
み
な
さ
ん
、
英
語
劇
な
ん

り
、
第
二
、
第
四
水
曜
日
の
て
と
ん
で
も
な
い
と
か
思
わ
れ
る
か

午
後
七
時
三
十
分
よ
り
教
室
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
英
語
を
学
ぶ
と

を
開
き
、
十
一
月
の

二
十
四
と
も
に
、
表
現
す
る
こ
と
の
素
晴
ら

日
に
、
風
の
博
物
館
で
そ
の
し
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
決
な
い
で
し
ょ
う
か
。
五
月
二
十
二
日

定
し
ま
し
た
。
バ
ソ
ト
ッ
ク
に
今
回
の
劇
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の

社
会
教
育
指
導
員
は
、
英
語
「
真
夏
の
夜
の
夢
」
に
決
定
し
ま
し
た

劇

を

通

し

て

英

語

を

学

ぶ

と

十

一
月
二
十
四
日
の
成
果
発
表
を
、

い
う
特
徴
あ
る
方
法
を
と
っ
乞
う
ご
期
待
。

文
字
の
絵
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

短
歌
と
か
俳
句
と
か
言
葉
を
切
る
と
、

難
し
く
考
え
ま
す
。

心
の
詩
（
ウ
タ
）

を
作
る
と
思
う
と
、
比
較
的
其
の
気

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
海
の
彼
方
に
沈
む
夕
日

を
見
て
、
こ
の
自
然
現
象
に
ふ
れ
た

時
思
わ
ず
心
の
底
か
ら
「
あ
あ
美
し

い
」
と
叫
ぶ
で
し
ょ
う
。
大
自
然
の
大

き
な
力
を
「
ひ
し
ひ
し
」
と
感
じ
ず
に

は
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
道
端
に
咲
い

て
い
る
名
も
知
れ
な
い
、
小
さ
な
草

花
を
見
た
時
、
可
憐
だ
と
か
、
優
美
だ

と
か
い
う
感
情
を
起
こ
し
、
思
わ
ず

心
の
琴
線
の
ふ
る
え
る
の
を
感
じ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
美
的

感
情
と
い
う
も
の
は
純
粋
で
混
じ
け

の
な
い
も
の
で
す
。
感
情
の
中
で
最

も
真
実
で
偽
り
の
な
い
美
し
い
も
の

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
真
実
で
純
粋

（
つ
り
は
し
よ
り
）

や
れ
や
れ

母
の
日
も
済
ん
で
や
れ
や
れ

皆
ん
な
無
事

腰
お
ろ
し
や
れ
や
れ
と
飲
む

茶
の
う
ま
さ

霞
か
す
む
目
を
ふ
き
ふ
き
書
い
た

子
へ
便
り

春
三
月
富
士
が
霞
の
な
か
に
立
つ

告

白

早
ま
っ
た
昔
日
の
せ
い
今
悔
み

告
白
も
す
る
事
も
な
く
山
仕
事

川

柳

-
--' 

梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昔
は
梅
雨
時
の
田
植
え
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
今
は
品
種
に
よ
っ
て

は
ゴ
ー
ル
デ
ソ
ウ
ィ
ー
ク
に
田
植
え

と
い
う
所
も
多
い
よ
う
で
す
。

今
月
号
よ
り
、
「
俳
句
の
お
さ
そ

い
」
を
掲
載
開
始
し
ま
し
た
。
「
川
柳

入
門
」
と
交
互
に
掲
載
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
俳
句
の
お

さ
そ
い
の
時
に
は
川
柳
の
句
を
、
次

号
は
そ
の
反
対
に
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

内
容
に
変
化
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ヽ 昨年の郡スポレク大会にて

な
美
し
い
感
情
を
詩
の

心
と
言
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
感
じ
た
心
の
儘
に
一

定
の
形
式
を
通
し
て
表
現
し
た
も
の

が
、
短
歌
で
あ
り
俳
句
な
の
で
す
。

す
る
と
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
拘
ら

ず
皆
な
詩
の
心
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
詩
の
心
を
表
現
す
る
方
法

さ
え
知
っ
て
来
る
と
、
皆
な
詩
人
で

あ
り
俳
人
な
の
で
す
。
俳
句
は
作
れ

ま
す
。
こ
こ
で
も
う

一
っ
俳
句
に
は

二
つ
の
約
束
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
詩
に
お
化
粧
を
と
思
い
ま
す
。

そ
の
約
束
の
―
つ
は
、
五
七
五
、
の

区
切
り
と
十
七
音
で
結
ぶ
事
、
更
に

季
語
の
条
件
が
、
そ
な
わ
っ
て
い
る

事
で
す
。

此
の
二
つ
の
約
束
を
無
視

し
た
も
の
は
、
い
か
に
立
派
な
詩
で

あ
り
得
て
も
俳
句
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

季
語
の
重
な
り
、
文
字
の
過
不
足
は

次
号
に
つ
づ
き
ま
す
。

＼

俳

句

の

お

さ

そ

い

S
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青年団だより

み
な
さ
ん
、
ア
ム

ラ
ー
つ
て
知
っ
て
い

ま
す
か
？
若
者
な
ら

知
つ
て
る
と
思
い
ま

す
が
、
知
ら
な
い
人

の
た
め
に
。
ア
ム

ラ
ー
と
は
、
人
気
歌

手
の
安
室
奈
美
恵
さ

ん
の
嚢
型
や
服
装
、

眉
な
ど
を
真
似
し
て

い
る
、
安
室
奈
美
恵

も
ど
き
の
人
を
ア
ム

ラ
ー
つ
て
言
い
ま
す
。

冬
に
、
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
を
は
い
て
、
靴
は

ロ
ン
グ
プ
ー
ツ
っ
て

言
う
服
装
を
流
行
に

s
 
u
 さ

せ
た
の
も
安
室
さ
ん
な
ん
で
す
。

若
者
に
と
っ
て
安
｛
垂
⇔
ん
と
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
お
手
本
と
す
る
人
な
ん
で

す
よ
ね
。

合
年
の
夏
の
安
室
さ
ん
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
気
に
な
っ
て
い
る
若
者
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ

こ
で
、
合
年
の
夏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
イ
ン
ト
を
ち
ょ
っ
と
私
の
小
耳
に

挟
ん
だ
の
で
、
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
合
年
の
夏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
イ
ン
ト
は
、
上
半
身
の
露
出
部
分

が
多
い
場
合
は
下
半
身
に
ス
ボ
ン
又

は
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
等
で
隠
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

最
近
、
若
い
子
の
服
装
で
よ
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
チ
ピ

シ
ャ
ツ
（
体
に
ピ
ッ
タ
リ
し
て
い
て

丈
の
短
い
シ
ャ
ツ

）を
着
て
お
腹
を

出
し
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
り

ス
リ
ッ
プ
ド
レ
ス
を
着
て
た
り
：
0

足
は
、
裸
足
に
サ
ン
ダ
ル
。
そ
ん
な

服
装
の
子
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
チ
ピ

シ
ャ
ツ
な
ん
て
若
者
な
ら
で
は
、
の

服
装
で
す
よ
ね
。
で
も
疑
問
に
思
う

事
が
：
0

I

日
中
お
腹
を
出
し
て
外

を
歩
い
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
お
腹
が

冷
え
て
お
腹
を
壊
さ
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
含
ま
で
お
腹
を
出
し
て
外
を

歩
い
た
事
の
な
い
私
は
疑
問
に
思
う

の
で
す
が

：
。
う
ー
ん
。
ど
う
な
ん

で
し
ょ
う
か
。
私
の
密
か
な
疑
問
で

し
た
。こ
の
間
、
テ
レ
ピ
を
見
て
た
ら
、

ズ
ボ
ン
を
腰
の
所
ま
で
下
げ
て
、
腰

で
ズ
ポ
ン
を
は
い
て
る
子
や
、
ズ
ポ

ン
の
下
か
ら
少
し
下
着
を

見
せ
て
歩
い
て
い
る
子
が

い
ま
し
た
。
貝
て
て
び
っ

く
り
：
・
゜
ズ
ポ
ン
を
腰
ま

で
下
げ
て
た
ら
す
こ
い
足

が
短
く
貝
え
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
の
ど
こ
が
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
少
し
で
も
足

は
長
く
見
せ
た
い
私
に
は

到
底
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ズ
ボ
ン
を
腰
の
所
ま
で

下
げ
て
は
い
た
り
、
下
着

を
見
せ
て
歩
い
た
り
す
る

の
は
、
ち
ょ
っ
と
行
き
過

ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

自
分
ら
し
さ
を
服
装
で
表

現
す
る
の
も
分
か
り
ま
す

が
、
周
り
か
ら
見
て
も
、

「
お
洒
落
だ
ね
。
」
っ
て
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
服
装

を
す
る
の
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま

す。
若
者
の
み
な
さ

ん
、
あ
ま
り
過
激

な
服
装
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
ね
。

ASUKAのお知らせ

＊喜多郡連合青年団
バレーボール大会

0平成8年 6月30日(SLI n) 

AM 8 : 30~ 

0長浜町勤労者体育センターにて

昨年度は女子チームが優勝、男子チー
ムが三位と好成績を収めることができ
令年も、男女共練習に力を入れており
ます。
当日は飛び入り参加もOK、応援•差
し入れ大歓迎ですので、近くに来られ
た方はどうぞ足をお運びください。

貝
て
の
通
り
、
私
の
車

は
、
ザ
・
チ
ェ
イ
サ
ー
で

す
。
皆
さ
ん
か
ら
見
る
と

あ
ま
り
カ
ッ
コ
イ
イ
ー
と

い
う
車
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
私
か
ら
貝
る
と
ナ
ー

ス
で
は
な
く
ナ
イ
ス
だ
ぜ
っ

て
感
じ
で
す
。
そ
れ
と
初

代
チ
ェ
イ
サ
ー
も
私
の
愛

車
で
し
た
が
、
一
身
上
の

都
合
で
、
二
代
巨
チ
ェ
イ

サ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
三

代
目
は
い
つ
こ
ろ
．
笑
゜

こ
の
写
真
は
半
年
分
の
汚

れ
を
お
と
し
た
時
で
ワ
ッ

ク
ス
も
き
い
て
い
ま
す
が
、

普
段
は
、
ほ
こ
り
ま
み
れ

で
輝
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
皆
さ
ん
こ
存
じ
か

と：
・
O

合
は
ア
バ
ン
テ
の
一
番

S― 

i 寛傘攣―
hi・れ

"， { 
ト

{ 
ト

§ 
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{ 
r 
{ 
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素ト Coming Soon/ R 
イな）レ合運りへ—
汗さ大月動ま ‘ 

私っ人 臼
は
力もも暑

をん会末をす、？いうい編
か暑もにサ-
きさぁは ＊暑合

る夏日集

まをり円
＝ホ

円
リくそ

んハがあ

し吹ま寸がてれ
じテ続と
ゃにき

よきすバちどで ななまば
う飛かレでう倍 いつすな
゜ばら Iすしん でてねし
し‘ポがてで しい゜
イみ 1‘ もお よる そら by yukih1ro 

ラ
ン
ク
の
低
い
分
で
す
が
含
度
は

ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
そ
う
で
す

ね
ー
『
パ
ジ
ェ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア
』
で

も
？
つ
つ
こ
み
が
ほ
し
い
と
こ
で

す
。
く
だ
ら
な
い
話
は
こ
こ
ら
へ

ん
で
。
こ
れ
か
ら
は
ほ
こ
り
ま
み

れ
に
し
な
い
よ
う
に
、
大
事
に
愛

車
チ
ェ
イ
サ
ー
を
乗
っ
て
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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怠炒⑮留

の行事予定表

5/18 

1 ！肱川町防災の日 23 川上区小学校水泳大会（町民プール）
i民生委員会 26 巡回相談「えひめ子育て教室」

5 ；行政相談 （肱川町公民館）

5 • 22:心配ごと相談 28 ひじかわ筏流し大会
13~14！第51回国体漕艇競技県予選 29 税金等出張受入れ
19 i幼・小・中学校一学期終業式 31 いじめ問題等研究協議会（肱川町公民館）
21 梢防団幹部及び新入団員夏季訓練 上旬 転作現地確認（町内）
22 ：定例部落長会

7 /19,..___, 8 /31 幼・小・中学校夏季休業、農業委員会（休会）

饂園尋 (28) 

7月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

成 田 医 院
47-0061 7 日

（大 溺~)

（日）
沢井耳鼻科医院

24-2510 
（中 村）

14日
土居・内科外科医院

44-5521 
（五 十 崎）

（日）
沢井小児科医院

24-7530 
（中 村）

藤 本 医 院
44-2561 20日

（五 十 崎）

（土）
亀井小児科医院

24-3757 
（東 大 沙•|、I)

植 木 医 院
44-2215 2 1日

（五 十 崎）

（日）
松尾産婦人科医院

24-5803 
（中 木寸 ） 

高 橋 医 院
44-2010 28日

（五 十 崎）

（日）
松尾産婦人科医院

24-5803 
（中 木寸 ） 

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大沙1、I病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

お

し

謁

わ

せ

に

久
保
壽
男
さ
ん
（
肱
川
町
白
石
）

高
橋
美
子
さ
ん
（
大
洲
市
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分
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配
ご
と
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談

▽

時

間
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時

30
分
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4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日

程

場

所

時

間

午
後
1
時

t
1時
30
分

7
月
24
旦
水
）
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
幼
児
教
室

日

程

場

所

時

7
月
2
9旦
月
）
河
〗
正
。
フ
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ル
午
，
時
3
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分i

◎
竹
の
子
ク
ッ
キ
ン
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時
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月
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旦
木
）
肱
川
町
公
民
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午
`
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臼
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[

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
検
診

時間

午後1時30分
?3時30分
7月10旦水）保健セソター

午前9時30分
？午後3時30分
7月26旦金）大洲市総合体育館

』]日~ 1>8 ； 8 ［ 日
‘日` ，日ー、

程金 木 月 水

右μ._』 敷 4ヽ 月 中 羽 正 嘉

谷 フK 藪 野 居 座 山 城 場
公 集 集

尼 谷 谷
ノ.L、 集

集 集 集
民 会 会 会 会 会 民 会 所
魚官 戸斤 戸斤 戸斤 戸斤 戸斤 角官 戸斤

；』時； ［ ： 五I ： ［ ： 勾認I 時間誌 誌

程
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時

間
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い
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分
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月
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（
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＿
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館

◎
そ
よ
風
の
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◎
う
き
う
き
ク
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ブ
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7
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

7
月
1
5
日
（
月
）
か
ら

（
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す
の
は

7
月
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日
中
に
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集
地
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小
畑
井
・
萩
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尾
・
汗
生

小
藪
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和
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栄

中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
大
谷
・
鹿
野
川

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

7
月
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日
（
火
）
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前

9
時
ま
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に

▽
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所

保

健

セ

ソ
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ー

※
登
録
し
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あ
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犬
を
出
さ
れ
る
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合
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、

印

鑑
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防
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て
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い
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程
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所

◎
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◎
行
政
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日

7 7 
月 月 相

22 5 
至n火火

日 日
/ ヘ

月 金 日
ヽ

台玉 小福
担

本井 川田 当
相

曙 和 吾n火火

美清 雄保 員

◎
元
気
印
教
室

回
。
日

▽
場

所

7 7 7 7 
月月 月月 相

23 8 22 5 
至ロ火火

日日 日日
/、ヘ へへ
火月 月金 日
‘ーノ‘-‘ 、、一—ノ

内 大

子 沙1、1 場

町？‘ 商

商
工
会

工 議 所
会 所

7 7 7 
月 月 月 日
22 16 15 
日 日 日

月 火 月 程

森 白 大 大 景多 久

集 石 平 谷 士也 保
場

会
集 集 八ムー、 集 集
会 会 民 会 会 所

戸斤 所 戸斤 館 戸斤 戸斤
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午 午 午 午

？贔？前 ？前 ？前 ？前 時
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時時 時時 時時 時時 時時 時時
3040 2030 3040 2030 3040 2030 間
分分 分分 分分 分分 分分 分分

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

◎
健
康
相
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